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読者の皆さん 

この進捗状況報告書により、ドイツ標準化ロード

マップIndustrie 4.0バージョン5で策定された行

動提言の実施における最新の進展と成果につい

てお知らせできることを嬉しく思います。この報

告書は国内団体の標準化作業における重要なマ

イルストーンとして、活動の包括的なレビューを

提供するとともに、ビジョン2023でPlattform 

Industrie 4.0により策定された側面、すなわち

Industrie 4.0の相互運用性、主権および持続可能

性に関する進捗状況を紹介するものです。 

アセット管理シェルとその他のデジタルツイン

の標準の開発の整合、デジタル製品パスポート、

レジリエントなデータスペースのための新しい

アプローチ、EUデータ法によって推進されてい

る人工知能領域の標準など、開始された活動の多

くは、戦略的かつ構造化された標準化の重要性を

示しています。そうすることによってのみ国内の

要件だけでなく国際的な要件も満たすオープン

で相互運用可能なIndustrie 4.0のエコシステムを

構築することができるのです。 

この進捗状況報告書は、行動勧告が国内団体の肥

沃な土地に根づくとともに、国際標準化にも影響

を及ぼしていることを証明しています。策定され

た合計113件の勧告のうち約77件で進捗ありと

分類することができました。 

 

これは産業アプリケーションにおけるIndustrie 

4.0の標準化がより早く進んで応用されているこ

とを明確に示しています。 

持続可能性は、私たちが今後も推進していきたい

重要なテーマです。特にAASと組み合わせたデジ

タル製品パスポートの導入は、持続可能な生産の

ためにデジタル化とデジタルツインの相互運用

可能な実装を組み合わせた模範的な例です。バリ

ューチェーンのレジリエンスと技術的主権の確

保も、最近の世界的危機のためにますます重要に

なっています。 

この進捗状況報告書で現状を記録するだけでな

く、更なる発展への原動力を提供したいと思いま

す。行動提言の実施を熱意と専門知識でサポート

してくださったすべての専門家に感謝します。彼

らの活動はIndustrie 4.0の成功の鍵です。 

この進捗状況報告書をガイドおよびオリエンテ

ーションとして活用していただき、皆さんととも

にIndustrie 4.0の標準化の次のステップを形作る

ことを楽しみにしています。この冊子が皆さんに

とって有益で刺激的な読み物となることを！ 
 

ご挨拶 

オルガ・マイヤー 

フラウンホーファーIPA（生産技術・オート

メーション研究所）「生産のための相互運用

性」研究グループリーダー、「標準化ロード

マップIndustrie 4.0」ワーキンググループ議

長 

https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2023/2854/oj
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
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1 はじめに 

 

 

標準化ロードマップIndustrie 4.0は、この10年近くで計5版の発行を通じてドイツの標準化活動の中心

的な要素へと発展し、産業のデジタルトランスフォーメーションを支援するIndustrie 4.0の標準化戦略

に不可欠なものとなった。この標準化ロードマップは、国際舞台での重要性を考慮し、英語に翻訳さ

れ、日本語でも入手可能である。 

 

標準化ロードマップバージョン5は2023年に出版されており、行動提言の最新の実施状況について紹

介する時期を迎えた。 

 

 

標準化ロードマップバージョン5は、従来のバージョン同様、グローバルなデジタルエコシステムを構

築するためにIndustrie 4.0のビジョン2023を基礎としている。標準化の観点からは、現在の状況におい

てあらゆるデジタルエコシステムにとって中心的な意味を持つ側面、例えば相互運用可能なデジタル

システムの基礎となるセマンティクスおよびプロパティ、データに基づく付加価値を生み出す「産業

データスペース」、「Industrie 4.0の持続可能でエコロジカルな側面」、すなわち産業に関連する気候

および環境目標の実現、に焦点が当てられている。 

 

 

NRM I4.0第4版 進捗状況報告書（2020年） NRM I4.0第5版 進捗状況報告書（2025年） 

行動提言の実施 新しい行動提言の追加 行動提言の実施 

https://www.dke.de/de/arbeitsfelder/industry/die-deutsche-normungs-roadmap-industrie-4-0
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2 進捗状況–側面 1: 相互運用性 

 

2.1 産業アプリケーションにおける特性とそのシステム統合 

行動提言 

[HE 5.1.1-3 V5] 

社会技術的側面を考慮するための最小限の標準規格 

社会技術的側面を考慮するための最小限の標準規格の策定は、人間工学や作業設計

に関するさまざまな一般的標準規格に照らして検討されるべきである。作業システ

ム設計に関するステートメントは、現在数多くの標準規格で分散して取り上げられ

ている。つまり、運用計画立案者がIndustrie 4.0ソリューションを計画する際に、

そのようなステートメントを見つけ出し、十分に考慮にすることがこれまでより困

難になっている。そのため、人間工学標準化における関係の概要も改善する必要が

ある。 

このような背景から、運用計画立案者には、Industrie 4.0に関するすべてのプロセ

ス関連ステートメントの要約を記載したドキュメントを提供することを推奨する。

これはまず、Industrie 4.0ソリューションの作業システム設計のガイドに実装され

るべきである。 

進捗評価 

 

最初のアプローチが、現在NA 023 BR-03 SOで開発されている。 

行動提言 

[HE 5.1.1-5 V5] 

人間と機械の間での、適応的で動的なタスクの割当て 

人間と機械の間で厳格なタスクの割当て（機能分割）をすると、多くの場合、認識、

状況評価、影響、結果のフィードバック、それらの結果としての学習や能力開発の

機会について、適切な機会が提供されない。そのため、機能の分割は動的で適応性

のあるやり方で設計するのが理想的である。いずれにしても、この機能の分割には

透明性が求められるほか、従業員が理解でき、それに対して影響力を持てるように

設計する必要がある。さまざまな従業員がひとつの作業システムで（並列で同期し

て、または非同期で）働いている可能性も考慮に入れなければならないだろう。従

業員の安全、セキュリティ、心理社会的影響に特に注意し、適応性のあるタスク割

当てについてのプロセスに付随する評価手順を開発し、標準化に組み込むべきであ

る。機械は、人間に動的に適応するため、人体の寸法などを記録し評価することが

できるということも考慮に入れなければならない。この結果、DIN EN 614-2、

ISO/TS 15066、DIN EN ISO 10218、DIN EN 894-1および3、DIN EN ISO 29241-

2、DIN EN ISO 10075-2、DIN EN ISO 11064-1、5および7、DIN EN ISO 13861、

機械に対するC規格、ISO/TS 15066、人工知能に関する標準規格（ISO/IEC JTC1 

SC42）、DIN EN ISO 9241-110および-112、DIN EN ISO 11064-5、DIN EN ISO 

11064などの標準規格には補足または修正が必要となる。 

進捗評価 

 

DIN EN 614-1の更新の必要性が、現在NA 023 BR-03 SOで策定されている。 

https://www.iso.org/committee/6794475.html
https://www.iso.org/committee/6794475.html
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行動提言 

[HE 5.1.1-9 V5] 

メンテナンス情報の入力の標準化 

たとえば、iiRDS（修理、メンテナンス、変換）に基づいて、状態監視システムお

よび予知保全システムに最新のメンテナンス情報を入力するための、Industrie 4.0

のコンポーネント（設備や製品）のインターフェイスの標準化が挙げられる。産業

環境では、概念、特許権、手順やプロセスといった無形のものもアセットに含まれ

る。計画文書などの概念的アセットのプロパティは、標準化した辞書の見出しとし

て含める必要がある。 

進捗評価 

 

InterOperaプロジェクトから提出されたサブモデル「使用するための知的情報」（旧

「iiRDSハンドオーバー文書」）は、2024年6月からIDTAで開発が進められており、

特にIndustrie 4.0準拠システムにおけるメンテナンス情報の統合を扱っている。こ

のサブモデルは、IDTAサブモデル「ハンドオーバー文書」、ガイドラインVDI 2770

およびiiRDS規格に基づき、それぞれのAASのアセット関連のiiRDSハンドオーバ

ー文書を記述するための相互運用可能な情報を提供することを目的としている。こ

こでの焦点は、ECLASSやIEC CDDなどの辞書の助けを借りて理想的には相互運

用可能なプロパティを提供することである。この規格をAASに統合する目的は、ユ

ーザー文書をコンテキストに応じて標準化されたフォーマットで提供することで

あり、それによって技術文書を機械可読フォーマットで知的情報としてバリューネ

ットワークに沿って伝達できるようになる。 

2023年5月にIEC PAS 63485「知的情報の要求と提供－ 使用するための情報交換

のプロセスモデル」が発行されて、iiRDS概念の国際化のための重要なマイルスト

ーンが達成された。 

行動提言 

[HE 5.1.1-10 V5] 

標準化辞書における概念的アセットのプロパティ 

計画文書のような概念的アセットのプロパティは、IEC/SC 3Dの共通データ辞書の

ような標準化された辞書に含める必要がある（例：VDI 2770の仕様書）。さらに、

計画文書は、人間と機械/Industrie 4.0コンポーネントの間で伝達可能であることが

求められる。 

進捗評価 

 

意味論的プロジェクトとCDDの調整を担当する IEC/TC 65の IEC/TC 65/SC 

65E/AG 4は、IEC CDDに対して（IEC/TC 65の視点から）さまざまなワーキンググ

ループからの要求を収集し、SC3Dに提出した。SC 65E/AG 4のこれらのタスクは

今後、IEC/TC SC 65E /WG 2において扱われる。 

インテリジェント製造におけるプロパティの標準化のためのその他の活動、例えば

AASサブモデルテンプレートのネームプレートのプロパティを含むIEC 63489「ス

マート・マニュファクチャリングのための共通データコンセプト」、ならびにデー

タ構造およびデータエレメントの標準の開発（IEC 61987-100DB）はIEC/TC 65/SC 

65E/WG 2において行われる。 

さらに、IDTAは、VDI2770シート1（2020年発行）をベースとしたサブモデル「ハ

ンドオーバー文書」を公表した。 

https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1345,25
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2570,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2570,25
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:29:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25#1
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1345,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:29:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1452,25#1
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2561,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2561,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2561,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/wp-content/uploads/2023/03/IDTA-02004-1-2_Submodel_Handover-Documentation.pdf
https://industrialdigitaltwin.org/wp-content/uploads/2023/03/IDTA-02004-1-2_Submodel_Handover-Documentation.pdf
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行動提言 

[HE 5.1.1-11 V5] 

ECLASSとCDDの間におけるプロパティの持続可能で一貫した統一 

Industrie 4.0コンポーネントに対する標準化されたセマンティクスの基本的な重要

性を考えると、Industrie 4.0コンポーネント間で相互作用が重複するのを防ぐため、

同じセマンティクスに対して異なる標準規格が複数存在することは許容できない。

現在、IEC、ISOおよびECLASSにおいて複数の場所で行われている並行開発を調

整する必要がある。プロパティを整合させる活動は、関係するECLASS委員会およ

びIECの委員会で促進しなければならない。特に、既存のプロパティを同じセマン

ティクスレベルおよびシンタックスレベルに揃え、適応させる必要がある。新しい

プロパティを指定するための標準化されたメカニズムと手順は、プロパティのさら

なる相違を回避するため、ECLASSとCDDの間で同期させなければならない。理想

的には、プロパティ（および、クラス、値、単位など他の構造要素）の発行団体は、

セマンティクス的に同一の要素が同じ名前とコードを持つ、つまり同じことを意味

するように、統一ステップ後にそれぞれの標準規格を相互に連動させる必要があ

る。コンテンツの不一致を構造的に防止するため、共通コンテンツはすべてのデー

タベースで同一に維持・処理するか、共通データベースで管理する必要がある。主

な発行団体はIECとECLASSであり、おそらく将来的にはISOも加わることになる

だろう。その成果は公開する必要がある。 

進捗評価 

 

IECとISOは、IEC CDDを共同で利用するための協力を進めている。これらの組織

的準備が完了次第、ISOで定義された内容をCDDにマッピングできるようになる。

ISOの内容を含む最初のデータ辞書の一つとして、標準の分類（すなわち文書の分

類）のための辞書が計画されている。 

IEC、ECLASSおよびISOは、SCI 4.0によって調整されたプロジェクトCOMDO

（One COMmon Data RepOsitory for Smart Manufacturing）で、CDD（共通デー

タ辞書）のセマンティクスプロパティとECLASSを一貫して利用する可能性を研究

している。 

COMDOプロジェクトの内部パイロットを実行することができ、その知見が作成さ

れている。ECLASSコンテンツ開発プラットフォーム（CDP）を通じてIEC CDDの

内容を提供する準備が進められている。 

さらに、IECでは内部規則の附属書SKが改訂されて、CDDのセマンティクスプロパ

ティを開発する可能性が拡大された。 

行動提言 

[HE 5.1.1-12 V5] 

標準化された辞書 

既存のフィールドバスプロファイル、コンパニオン仕様、デバイスやコンポーネン

トのプロパティを定義するその他の仕様は、ECLASSやIEC CDDなどの標準化さ

れた辞書に転送する必要がある。さらには、そうしたプロファイルや仕様は、セマ

ンティクス的に適切な方法（たとえば、図表や代数）で示すことができるようにし

なければならない。 

進捗評価 

 

フィールドバスプロファイル、AASサブモデルテンプレート、およびOPC UAコンパニ

オンスペックの整合性のための統一的基盤の構築に関して、IDTA、OPC Foundation、

AutomationML、ECLASS、IEC CDDの代表者間で議論が行われている。 

 
  

https://iec.ch/homepage
https://iec.ch/homepage
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://iec.ch/homepage
https://iec.ch/homepage
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://iec.ch/homepage
https://www.sci40.com/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://iec.ch/homepage
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
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2.2 参照アーキテクチャモデル 

行動提言 

[HE 5.1.2-1 V5] 

産業クラウドプラットフォーム 

コグニティブサービス、リアルタイム・アプリケーションおよびデータマーケッ

トプレイスの将来の要件に対応する柔軟で拡張可能なアーキテクチャに向けた、

オープンでリアルタイムのセキュアな分散オペレーティングシステムの標準化活

動は、関連する委員会で取り上げる必要がある。ハイブリッド・クラウドプラッ

トフォーム、IIoTアプリケーションおよびサイバーフィジカルアーキテクチャは、

核心要素として調査する必要がある。すべてのITリソース、生産手段および技術

構築機器の統一されたライフサイクル管理は、AIがサポートする未来の自律生産

のためのリアルタイム対応クロスドメイン付加価値ネットワーク用統合インフラ

ストラクチャの作成と同じく、産業用クラウドプラットフォームの一部である。 

進捗評価 

 

進行中の研究開発活動は、効率的で革新的なクラウドインフラストラクチャの標

準化と、安全で信頼できるクラウドベースのサービスの開発に焦点を当てている。

一方では、欧州委員会が「EUデジタルの10年」の中で、欧州企業や当局に、安全

で持続可能かつ相互運用可能なクラウドインフラストラクチャやクラウドサービ

スへのアクセスを提供することを強化して、欧州共通のデータスペースの開発を

支援している。他方では、Catena-X、Manufacturing-X、Factory-Xといった国家

のイニシアティブが、このようなエコシステムの相互運用性の勧告を実践してい

る。 

Catena-Xは、自動車産業用の安全なデータインフラストラクチャを構築するもの

で、これはフレキシブルで拡張可能なアーキテクチャという勧告に沿っている。

Manufacturing-Xは、これらの原則を統合して製造業全体に適用することで、勧告

で求められているように、分野横断的なバリューネットワークの構築をサポート

する。Factory-Xは、サイバーフィジカルシステムとIIoTアプリケーションを統合

するために、「Factory-X カーネル」のような特定のソリューションを開発して

いるが、これはハイブリッド・クラウドプラットフォームを調査する勧告に沿っ

たものである。 

さらに、AASに基づくさまざまなManufacturing-Xプロジェクトの技術的および意

味論的な相互運用性を確保するために、国内レベルで横断的プロジェクトDAVID

が開始された。DAVIDは、産業におけるオープンデータエコシステムの開発を目

指し、分野横断的なユースケースの実現を可能にする。 

国際Manufacturing-X協議会（IMX協議会）を通して、前述のイニシアティブの概

念の国際化が行われている。IM-Xには、IECシステム委員会スマート・マニュフ

ァクチャリングのアドホック・グループ8「スマート・マニュファクチャリングの

ためのデータスペース」とコンタクトがあり、このグループを通じて国際標準化

の調整を図ることを目的としている。 

さらに、ISO 20151「データスペースの概念と特性」がISO/IEC JTC 1/SC 38「ク

ラウドコンピューティングと分散プラットフォーム」の作業プログラムに採用さ

れて、データスペースの基本的な概念と特徴の標準化と開発が進められている。

これらのステップは、さまざまなデジタル環境におけるデータの安全な利用と交

換のための基盤の構築に寄与している。 

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/europes-digital-decade
https://catena-x.net/de/
https://www.plattform-i40.de/IP/Navigation/DE/Manufacturing-X/Initiative/initiative-manufacturing-x.html
https://factory-x.org/de/
https://catena-x.net/de/
https://www.plattform-i40.de/IP/Navigation/DE/Manufacturing-X/Initiative/initiative-manufacturing-x.html
https://factory-x.org/de/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.bmwk.de/Redaktion/DE/Dossier/Manufacturing-x/Module/projekt-david.html
https://www.bmwk.de/Redaktion/DE/Dossier/Manufacturing-x/Module/projekt-david.html
https://www.plattform-i40.de/IP/Redaktion/EN/Standardartikel/manufacturing-x-international-mx.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:186:12337560271937::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22328,
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:186:12337560271937::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22328,
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:49859,25
https://www.iso.org/committee/601355.html
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2.3 セマンティクスと特性 

行動提言 

[HE 5.1.3-3 V5] 

効果的な規範的インフラストラクチャの保証 

早期の段階でインフラストラクチャにおける準備を進めること、および、コンセ

ンサスベースで標準化を行う将来を確実にするために、 ISO、 IEC、

CEN/CENELECおよび各国の委員会は、ドキュメント中心の標準規格から標準規

格の内容をデジタルで付加価値のあるサービスとして提供する形態へのデジタル

トランスフォーメーションプロセスを通じ、共同の取り組みを行うことが推奨さ

れる。そのため、国際的標準化団体への積極的な参画が重要である。 

進捗評価 

 

標準化のデジタルトランスフォーメーションに関する研究開発活動は、現在では

国際的な協調のもとに進められている。ドイツをリードしているのは、DKEのデ

ジタル標準イニシアティブ（IDiS）であり、産業や研究機関の幅広い参加と、国

際的イニシアティブとの連携のもとで、SMART標準規格を中心としたデジタルエ

コシステムを推進している。これには、例えばオントロジーやAASを使用する標

準化された情報モデルやプロセスに関する作業も含まれる。 

米国では、例えばNISOが標準タグセット（STS）でXMLベースの情報モデリング

のための重要な礎石に寄与している。IEC/ISO SMARTにより、SMART標準規格

の国際的な推進を目的としたIECとISOの共同作業プログラムが存在する。これら

の作業は、例えばIEC SMART情報モデル（SMART Information Model）（SIM）

を含むSMART標準規格に関するIEC SG 12の作業において具体化されているが、

ISO/IEC JTC 1/SC 32も「データ管理と交換」において、オントロジーや文書構造

の形の構成要素に取り組んでいる。さらに、ISO/IEC JTC 1/SC 41は、デジタルツ

インで標準の統合に不可欠な組織構成要素を扱っており、これはIDTAやそこに集

められたサブモデルによっても処理される。 

欧州レベルでは、CENとCENELECが2つの主要プロジェクト「オンライン規格開

発」と「SMART標準規格」において、将来のツールの具体的なプロトタイプを、

それぞれISO/IECにおける作業と連携して開発している。 

行動提言 

[HE 5.1.3-4 V5] 

デジタルツインのコンテキストにおけるセマンティクス 

ISO/IEC JTC 1/SC 41/WG 6は、セマンティクスとデジタルツインの関係を、クロ

スドメインの規範的な方法で説明する必要がある。 

進捗評価 

 

デジタルツインのコンテキストにおけるセマンティクスは、デジタルエンティテ

ィとターゲットエンティティの間の相互運用性を指す。進行中の標準化作業は、

フィードバック制御ループと相互運用性概念を効率的に実装するために、データ

スペース、プロシージャおよびデータフォーマットの整合に集中している。これ

らの作業は現在、ISO/IEC JTC 1/SC 38およびSC 41のクラウド、エッジコンピュ

ーティングおよび産業IoTとデジタルツイン委員会で進められている。 

https://iec.ch/homepage
https://www.cencenelec.eu/
https://www.dke.de/idis
https://www.dke.de/idis
https://www.iso.org/committee/45342.html
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.cencenelec.eu/
https://iec.ch/homepage
https://www.iso.org/committee/601355.html#:~:text=SC%2038%20serves%20as%20the%20focus%2C%20proponent%2C%20and,and%20other%20entities%20developing%20standards%20in%20these%20areas.
https://www.iso.org/committee/6483279.html
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行動提言 

[HE 5.1.3-5 V5] 

Industrie 4.0の言語 

既存のVDI/VDE 2193（Part 1とPart 2、「I4.0コンポーネントの言語」）は、ガイ

ドラインとして利用することができ、Industrie 4.0のコンポーネント間の相互運

用性の重要な基礎を形成する。このIndustrie 4.0言語を、国際的標準化に用いるこ

とが推奨される。 

進捗評価 

 

産業製品や生産プロセスの要件や特性を、改修を含むライフサイクル全体にわた

って記述するための形式言語は、これまでIndustrie 4.0のための意味論的標準に

はまだ導入されていない。VDE SPEC 90010「実行可能な意味論的標準作成のた

めのガイダンス」（SemNorm）は、属性記述のための宣言的部分と属性グラフの

変換ルールの定義のための操作的部分から構成される形式言語の使用のための最

初のアプローチを提供する。 

VDI 2193は、相互作用とAASベースのデータモデルを記述するためのその他の関

連する内容を提供する。これらはAAS標準IEC 63278で追加部分として記述され

る可能性がある。実施のためのイニシアティブは、SCI 4.0によって開始される可

能性がある。 

行動提言 

[HE 5.1.3-6 V5] 

セマンティクスのツール 

セマンティクスのツール、すなわち、製品を分析、定義、説明またはサイバーフ

ィジカルに設計するために使用できるツールや成果物の開発を推奨する。これら

は、その用途（例：組み合わせての提供）や特性に従って標準化する必要がある。 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/SC 65 E/WG 2委員会の規格草案IEC 63538は、「イベント」概念に基

づく製品ライフサイクルの情報モデルを標準化している。製品コンポーネントは、

＜イベント、原材料、サブコンポーネント＞のような属性で記述される。このア

プローチは、UMLに似たグラフを使用する形式言語コモンロジックと互換性があ

る。このセクターでは、AGG（TUB）やGrGEN.NET（KIT）といった概念実証例

が開発されている。これらは、Industrie 4.0のセマンティクス/オントロジーを表

現するためにグラフ理論的（グラフィック）概念を使用する形式言語が、属性グ

ラフ文法を持つプラットフォームに移行できることを示している。 

最初に発行されるSysML V2は、同様にセマンティクスツールとの関連で考察す

ることができる。形式的な基盤として、一階論理の表現に基づき機械解釈可能性

を促進するカーネル・モデリング言語が用いられる。 

AASのための最新のオープンソース開発は、ますますAASの統合のためのオープ

ンソースツールに注力している。このことはIDTAのソリューションハブにおける

現状が示している。 

行動提言 

[HE 5.1.3-7 V5] 

オントロジーの品質基準 

既存のオントロジーの要件は、根本的に見直す必要がある。この点については、

オントロジーの品質基準を、オントロジーのコンセプトの明確な特定（例：コン

セプトの同音異義語や同義語の回避）が可能になるよう開発する必要がある。 

進捗評価 

 

DKEでは（IECと共同で）データ辞書の自動化された品質チェックに関するプロ

ジェクトHarbsafe 2が実施されている。要素の定義は整合性およびその他の品質

要件に関してチェックされる。このプロジェクトの成果は、既にデータ辞書（IEC 

61987データ辞書など）の用語の改善に利用されている。 

 

  

https://www.sci40.com/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2561,25
https://www.user.tu-berlin.de/o.runge/AGG/WWW/agg-docu.html
http://www.info.uni-karlsruhe.de/software/grgen/
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/solutions-hub.
https://www.dke.de/de/arbeitsfelder/industry/die-deutsche-normungs-roadmap-industrie-4-0
https://iec.ch/homepage
https://www.dke.de/de/arbeitsfelder/cybersecurity/harbsafe2
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2.4 デジタルツインを実装するツール 

行動提言 

[HE 5.1.4-1 V5] 

アセット管理シェルのコンセプトの一貫した利用、および国際的標準化 

メンテナンス機能やライフサイクルレコードでの知識の保存など、上述したプロ

セスをサポートするには、標準化されたセマンティクスによる標準化インターフ

ェイスを介して、アセットが生産システムやプラントオペレータとデータ交換を

行えることが必要である。アセット管理シェルまたはその一般的なサブモデル、

ならびにIndustrie 4.0のコンポーネント間の通信が標準規格で定義されている場

合は、これはアセット管理シェルのコンセプトによって実現される。IEC 63278

シリーズに関するIEC/TC 65/WG 24の活動をサポートし、推進することを推奨す

る。 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/WG 24「産業用アセット管理シェル」では、IEC 63278-1「産業用アセ

ット管理シェル－第1部：アセット管理シェルの構造」を首尾よく完成させ、発行

することができた。この国際規格の発行は、このIndustrie 4.0の中心概念が国際的

に受け入れられることに決定的に寄与した。 

標準化ロードマップバージョン5を発行して以来、IEC/TC 65/WG 24では以下の

標準化プロジェクトを成功裏に完了した。 

• IEC 63278-4 ED1「産業用アセット管理シェル第4部：ユースケースとモデ

リング例」 

• IEC 63278-5 ED1「産業用アセット管理シェル第5部：インターフェイス」 

これらのIEC 63278規格シリーズの新しい部分によって、AASの概念の最初の完

全な記述が国際標準化に導入された。 

現在の課題は、第2部「情報メタモデル」、第3部「アセット管理シェルのセキュ

リティ条項」、および第5部「インターフェイス」を早急に完成させることであり、

これらの規格はデジタル商品パスポートの規制要件を満たすために利用可能にす

べきである。そのためには十分な人材の確保が不可欠である。 

アセットのライフサイクルレコードは、文書化、メンテナンス、持続可能性およ

びトレーサビリティなど、設備や製品のライフサイクル全体に関する情報の収集

と文書化を必要とする。したがってアセットのライフサイクルレコードのコンテ

キストでは、以下のIDTAサブモデル、例えばハンドオーバー文書、設備アセット

管理、部品トレーサビリティ、メンテナンス指示、カーボンフットプリント/製品

環境データなどが特に関連性が高い。 

これらは、保守、生産、品質保証、ライフサイクル管理など、さまざまな適用分

野をカバーしている。 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle


側面 1: 相互運用性 

 
 

進捗状況報告書 ドイツ標準化ロードマップ Industrie 4.0 13 

行動提言 

[HE 5.1.4-2 V5] 

アセット管理シェルとデジタルツインのコンセプトの同期 

ISO/IEC JTC 1/SC 41/WG 6で現在開発中のデジタルツインと産業IoTのコンセプ

トと、IEC/TC 65/WG 24で現在開発中のアセット管理シェルのコンセプトを同期

させることを推奨する。 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/WG 24ではドイツのプロジェクト管理の下で、「AAS」概念の国際標

準化に継続的に取り組んでいる。現在進行中の作業は、2022年から2023年にかけ

て開始された規格、例えばIEC 63278シリーズをさらに発展させることである。 

さらに、IEC/TC 65/ WG 24では、AAS規格を完成させ、その適用を容易にするた

めのその他のテーマ、例えばさまざまなドメインに対するAASの内容の仕様化

や、AAS間の通信のための相互作用モデルの開発などが計画されている。 

ISO/IEC JTC 1/SC 41では、現在複数の基本標準（Foundational Standards）が開

発されている。これらは、現在WDもしくはCD段階にあり、IEC TC 65/ WG 24ま

たはWG 23でAAS規格との同期要件が試験されている。詳細は以下の通りであ

る。 

• PWI JTC1-SC41-16「デジタルツイン-データプロダクトの抽出とトランザ

クション」。ここではSC41レベルで「.デジタルツイン」のコンテキスト

に対して、IEC/TC 65/WG 24（AAS）との連携を通したISO/IEC JTC 1/WG 

6とSC41内部WG 3（IoT/RA）との間で以下の規格が参照されるか内容的

に整合されている。 

o これに関する基本的情報は、ISO/IEC 5209（データ利用－ 用語とユー

スケース）およびISO/IEC 5212（データ利用－ データ利用に関する指

針）を参照 

o 相互運用性（デジタルツイン（上記AAS参照）におけるメタデータレベ

ル）は、その他の参考としてISO/IEC 11179-1（メタデータレジストリ

（MDR）－第1部フレームワーク）およびISO/IEC 19763-1（相互運用

性のためのメタモデルフレームワーク（MFI）－第1部フレームワーク） 

• デジタルツインに関するISO/IEC JTC 1 /SC 38－コンテキスト「データス

ペース」（WG6）と連携して相互運用性に重点を置いたPWI JTC1-SC41-

19「デジタルツイン－SC41 PWI 19デジタルツイン・エンティティモデリ

ングのためのガイドライン」 

IEC/TC 65とISO/IEC JTC 1/SC 41との連携は、標準化ロードマップバージョン5

が発行されて以来強化されており、両団体の活動を同期させるための条件が整っ

ている。 

行動提言 

[HE 5.1.4-3 V5] 

Industrie 4.0コンテキストでのISO/IEC-21823シリーズ 

DINのNA 043-01-41 IoTおよびその他の関連機関と委員会は、業界の直接的言及

に関連して、現行のISO/IEC 21823シリーズの標準規格を慎重に検討し、国内委

員会に報告する必要がある。 

進捗評価 

 

現在、ISO/IEC JTC 1/SC 41において、特に「相互運用性」（ISO/IEC 21823）の

（体系的な）側面を扱う複数の基本規格が開発されており、現在WDまたはCDの

段階にある（[HE 5.1.4-2 V5]参照）。 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:205100299841166::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:27186,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:239801078666::::FSP_ORG_ID:25623
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iso.org/committee/601355.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iso.org/committee/6483279.html


側面 1: 相互運用性 

 
 

14 進捗状況報告書 ドイツ標準化ロードマップ Industrie 4.0 

行動提言 

[HE 5.1.4-4 V5] 

アセット管理シェルとデジタルツインのコンテキストにおける国際的オペレー

ション 

ISO/IEC JTC 1/SC 41/WG 6、IEC TC 65およびISO/IEC JTC 1/SC 41/AG 20は、

産業用IoT、アセット管理シェル、デジタルツインに関して、すべての関係団体と

「産業セクター」での協力と交流を継続すべきである。 

進捗評価 

 

SC41/AG 20（SELG1）の活動は引き続き、産業セクター、特にIoTおよびデジタ

ルツインのためにISO/IEC JTC 1//SC 41における連携を促進することに焦点を当

てて、「産業用IoT」および「産業用デジタルツイン」規格のためにコンソーシア

ム規則策定者（IDTA、OneM2Mなど）と標準化機関（IEC、ISO、ETSI）で共通

の相互理解を得られるようにする。ユーザー/組織にとって関心のあるこれらのセ

クターで標準化を推進するため、緊密な協力関係のもとにCat-Cリエゾンが設置

された。 

例えばISO/IEC JTC 1/AG 20に続いてISO/IEC JTC 1/SC 41 JAG 28が設立され、

JTC 1/SC 41とIEC/TC 65の議長の間でそれらのすべての作業グループ（および関

連する合同作業グループ）の交流と協力を促進して、円滑な発展を可能にすると

ともに重複を回避する。 

行動提言 

[HE 5.1.4-5 V5] 

デジタルツイン実装用のOPC UAコンパニオン仕様 

デジタルツインを生産環境で実装するには、OPC UAコンパニオン仕様における

セマンティクス的に標準化された情報を使用する必要がある。相互運用が可能な

セマンティクスにより、製造におけるデジタルツインは、産業固有および産業横

断しての双方で効率よく利用可能となり、高い価値を生み出す。 

進捗評価 

 

デジタルツインは、生産情報をリアルタイムで受信する必要があることが認識さ

れた。その結果、産業におけるOPC UAコンパニオン仕様書は世界全体で増加し

ている。実装の強度はセクターによって異なるが、まだ発展する余地がある。 

機械・設備製造について、さまざまな業界代表から構成されているVDMA作業グ

ループが、セクター別および分野横断的なOPC UAコンパニオン仕様書を策定し

て発行している。2024年8月現在、109件の出版物（セクター別および分野横断的

な仕様書と更新）、62件のリリースと 13件のリリース候補（リンク：

https://www.vdma.org/catalogs）、および38の作業グループが存在する。分野横断

的には現在までに機械識別、機械ステータス、稼働時間カウンター、ジョブ管理、

プロセス値、試験レポート送信が、OPC UA for Machinaryの基本仕様書に反映さ

れた。 

国際的な重要性は引き続き高まっている。そのため、例えば特定のOPC UAコン

パニオン仕様書は、CESMIIによってスマート・マニュファクチャリング・プロフ

ァイルとしても提供されている。同時に、ブラジルの鉱業セクターなど、新しい

OPC UAコンパニオン仕様書の策定のために、他の大陸でも新しい作業グループ

が形成されている。 

デジタルツインの生産プロセス全体への拡大も顕著であり、これは例えばバッテ

リー生産に見られるように、全体が意味論的に標準化され、それにより生産全体

のデジタルツインが利用できるようになっている。これは、デジタルツインに新

しいアセットを統合し、評価することができるという利点がある。これによって

また、OPC UAコンパニオン仕様書に関する標準化作業は、最新のテーマでも進

んでいることが明らかになる。このことは水素電解装置セクターにおける標準化

作業でも確認される。 

https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22902,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22902,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:29:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25#1
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://iec.ch/homepage
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22902,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:47463,25
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:29:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25#1
https://www.vdma.org/catalogs
https://marketplace.cesmii.net/
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行動提言 

[HE 5.1.4-6 V5] 

アセット管理シェルのコンテキストでのOPC UA 

アセット管理シェルの概念は、OPC UAにおいて継続的に拡張する必要がある。

この目的のために、生産情報についての標準化されたセマンティクスへのさらな

るニーズが、開発を担当するOPC UA作業グループに報告される。「信頼できる

唯一の情報源」という意味で、機械工学やプラントエンジニアリングの製品のよ

うな生産からの情報は、OPC UAコンパニオン仕様を利用してその発信源で標準

化し、現行のIEC/TC 65/WG 24標準規格のコンテキストにおいて整合させなけれ

ばならない（例：2つのテクノロジーの識別と相補性を説明する必要がある）。 

進捗評価 

 

JWG IDTA/OPC Foundationでは、OPC UAサーバーデータシートの開発を目的と

してサブモデル作業グループが設立された。AASを通じてOPC UAサーバーの実

装詳細を提供することにより、OPC UAクライアント・アプリケーションの開発

者やユーザーがOPC UAサーバーを含むアセットのその後の統合を準備すること

が可能になる。 

AutomationML、IDTA、OPC Foundation、VDMAの各団体と企業の専門家により、

産業の相互運用性に関する共通のビジョンと行動提言をまとめた「産業の相互運用

性に関するディスカッションペーパー」が発行された。その中でさまざまな技術の

相互作用についても記述されている。 

OPC UAを使用して集計されたデータを、AASに重複して直接保存するのではな

く参考としてのみ組み入れて利用することについては、現在まだ十分に明らかに

されていない。将来的なシナジーの例は、OPC UAコンパニオン仕様書とAASを

組み合わせることによりDPPの実装において示すことができよう。 

さらに、どのデータが（例えばリアルタイム伝送の要件に関して）AASに関連し、

どれがそうでないか、明確に区別する必要がある。将来的には、OPC UAコンパ

ニオン仕様書ごとに、AASのサブモデルでどの属性を使用すべきか、または使用

できるかを明確にする必要がある。シナジーを限定し、かつ提示するためにも、

相応のユースケースを特定し、例として記述することが適切である。 

行動提言 

[HE 5.1.4-7 V5] 

セマンティクスに関する既存の標準規格（ISO 13584またはIEC 61360）の補足 

情報の世界で必要となるデータフォーマットは、ISO 13584またはIEC 61360か

ら取得したものである。ECLASSのプロパティも、これに基づいてコード化され

る。ただし、アセット管理シェルとそのサブモデルは、アセットの純粋に記述的

な特性と比較して、運用利用目的のための追加のプロパティタイプを必要とする。

これは、アセットの状態とパラメータ、およびその測定値とアクチュエータの値

（動的データ）である。コマンドと機能全体（技術的機能と呼ばれる）も、同じ

概念を用いて記述されなければならない。今日の標準規格におけるプロパティの

概念は、動的な値を正確に表現できるよう、データモデルにおけるこのようなセ

マンティクスを拡張することである。それは、たとえばISO 13584/ IEC 61360デ

ータモデルにおいて該当する新しい属性によって実行できる。機能/コマンドのモ

デルは、これから開発されるものか、標準規格で定義されている既存のものであ

る。 

進捗評価 

 

IEC 61987データ辞書のIEC CDD（IEC 61360-4 DB）において機器の製品記述は、

機器の可変パラメータおよび動的プロセス変数の記述で補足されている。 

現在、IEC 61360-1の改訂作業が進められており、その中で可変値をサポートする

提案も議論されている。 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.vdma.org/viewer/-/v2article/render/78243357
https://www.vdma.org/viewer/-/v2article/render/78243357
https://data.europa.eu/en/news-events/news/eus-digital-product-passport-advancing-transparency-and-sustainability
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
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行動提言 

[HE 5.1.4-8 V5] 

AASサブモデルの包括的開発 

アセット管理シェルのサブモデルの開発と国際化は、IDTA、ISOおよびIECにお

いて進めることを推奨する。サブモデルの適用は、他の分野でも適用できるよう

に、できる限り包括的なアプローチをとる必要がある。 

進捗評価 

 

ISO、IEC、IDTAは現在、デジタルツイン規格の全体諭的な開発を重視している。

共同作業によってインターフェイスだけでなく、交換されたデータのセマンティ

クスも標準化することが目指されている。これにより、異なるシステムが同じ情

報を同じように解釈できることが保証される。 

IDTAおよびIEC/TC 65/WG 24は、ホリスティックな視点でAASサブモデルの定義

と開発に決定的に寄与している。 

IEC/TC 3/SC 3DおよびIEC/TC 65/SC 65E/WG 2で、以下のプロジェクトによっ

てAASサブモデルと、そのために国際規格で必要とされるセマンティクスプロパ

ティの記述のための重要な前提条件が作り出された。 

• IEC 61360-7「標準データ要素タイプと関連する分類スキーム－第7部： 

分野横断的概念のデータ辞書」 

• IEC 61987-100「産業プロセスの測定および制御－データ構造と要素」 

• IEC 63489「DB-スマート・マニュファクチャリングのための共通データ概

念」 

IDTAは引き続き、サブモデルが自動車産業、化学産業、機械製造業または電子産

業などさまざまなセクターにわたって適用できることを配慮している。これをサ

ポートするため、IDTAはIDTAポータルを設置して、AASの検証およびサブモデル

テンプレートのためのリポジトリへのアクセスを可能にしている。 

WG 24は、IEC 63278の来るべき4つの部分（[HE 5.1.4-2 V5]、[HE 5.1.4-3 V5]、

[HE 5.1.4-4 V5]および[HE 5.1.4-10 V5]を参照）の作業を継続しており、デジタル

製品パスポート（DPP）規格にとって重要なAASインターフェイスに関する第5部

も含まれている。作業グループは、関連するIEC、ISO、ISO/IECおよびその他の

標準化団体との連携を探している。 

IDTA、OPC Foundation、CESMII、デジタルツインコンソーシアム、ECLASS、

LNI 4.0、VDMAおよびZVEIの間の協力の一環として、次期DPPに向けた最適なシ

ステムアーキテクチャの開発に関する経験交流が行われる。 

行動提言 

[HE 5.1.4-9 V5] 

アセット管理シェルのサブモデルとしてのデジタルライフサイクルレコード 

デジタルライフサイクルレコードの情報モデルは、技術システム用のアセット管

理シェルのサブモデルとしてマッピングする必要がある。さらに、DIN 77005シ

リーズを国際的な標準化に引き上げることを推奨する。 

進捗評価 

 

一般的にIDTAは、企業や組織で適合可能である一般的サブモデルを開発してい

る。これらのサブモデルは、保守、生産、品質保証およびライフサイクル管理な

どさまざまな適用分野をカバーしている（[HE 5.1.4-1 V5]を参照）。IDTAの中心

的な目標は、開発されたモデルが産業において理論的のみならず実践的にも実施

可能であり、しかもISOおよびIEC国際規格に基づいていることを保証することで

ある。 

https://iec.ch/homepage
https://www.iec.ch/homepage
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://idtaportal.org/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/en/news-dates/joint-forces-for-digital-product-passport-dpp-6643
https://iec.ch/homepage
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行動提言 

[HE 5.1.4-10 V5] 

AASサブモデルの標準化 

シミュレーションには、運用モデルと適切なツールが必要である。ツールとモデ

ルには、機械での実行と、その環境での考慮対象システムの特性を分かりやすく

表現するための共通のセマンティクスが必要である。 

進捗評価 

 

以下のIDTAサブモデル／最新の作業は、共通のセマンティクスで機械的に実行

でき、その環境におけるシステム特性の表現を可能にするツールと運用モデルを

提供する。 

• システムのシミュレーションのための相互運用可能なモデルを提供する

ためのシミュレーションモデルの提供、ならびに実装前のシミュレーショ

ンに基づく検証のためのエンジニアリングデータに重点を置いたバーチ
ャルコミッショニング 

• 対象システムのシミュレーションのための3Dデータを相互運用可能に表

現するための3Dモデルの提供 

• プロセス、マテリアルフロー、バリューチェーンのシミュレーションに焦

点を当てたバリューチェーン、マテリアルフローおよびプロセスシミュレ
ーション 

• ロボットのシミュレーションとプログラミングのためのツールを提供す

るロボット・オンライン・プログラミングおよびシミュレーション 

• システムおよびプロセスをマッピングする機械可読ダイアグラムのため

のP&Iダイアグラム 

• 例えばオペレーティングプロセスの経時的分析およびシミュレーション

のためのデータに対する時系列データ 

• シミュレーションに基づく意思決定や意思決定に必要なリソースの特性

や能力を記述するための能力記述。 

• シミュレーションのための複雑な生産システムを構造的に表現するため

の生産システムの詳細構造 

行動提言 

[HE 5.1.4-11 V5] 

辞書の標準化 

機能的要件（例：役割と期待される機能）とその達成（例：サポートされる役割、

提供 される機能）が標準化された辞書に含まれるよう、また生産システムによる

生産プロセスの 実行を計画できるよう、条件を作成しなければならない。 

進捗評価 

 

AASは現在、CDDとECLASSの概念リポジトリに統合されている。標準化されたサ

ブモデルのIEC 61360-7データ辞書への最初の採用はIEC CDDにおいて行われ、

https://cdd.iec.chで呼び出せる。 

https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://cdd.iec.ch/
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行動提言 

[HE 5.1.4-12 V5] 

デジタルネームプレート 

2022年9月、デジタルネームプレートに関するIEC 61406（DIN SPEC 91406をベ

ースとする）が発表された。さらに、VDE V 0170-100:2021-02「デジタルネーム

プレート」に基づき、機械可読なマーキングについて全適用規格を修正する必要

がある。 

進捗評価 

 

IEC 61406-1規格とIEC 61406-2規格が最近発行され、それぞれのセクターで標準

化の重要な基礎となっている。 

さらに、VDE V 0170-100に基づいてIEC 63365が発行された。これらの規格は相

互に調整されて、適用のために整合性のある調和した基礎を保証している。 

最新の発展と要件に対応するために、進行中の作業の一環として、IEC 61406-1を

改訂することが決定された。 

EUによって要求されているDPPの標準化に関するIEC活動の基本的な要素は、

IEC 61406規格シリーズと併せてIEC 63278規格において定義されている。 

行動提言 

[HE 5.1.4-13 V5] 

AASサブモデルとプロパティの標準化 

アセット管理シェルのサブモデルの標準化に向けて、準備活動が開始されようと

している。統合は、IEC/TC 65/WG 24と連携して行う必要がある。サブモデルは、

その基本プロパティにおいて標準化されなければならない。つまり、Industrie 4.0

のパートナー関係により個々のプロパティや機能を通じて拡張可能な基本/必須

のプロパティと基本/必須の機能が存在しなくてはならないことを意味する。たと

えば、これはエネルギーを考える場合、同一の必須プロパティと機能を異なるア

セットで利用可能にすることで、あるシステムのすべてのコンポーネントやプラ

ントのシステムに対する要件を、同じ方法で簡単に統合または制御できるように

なることを意味する。個別の追加は引き続き可能である。 

進捗評価 

 

IDTAには、基本／必須特徴および基本／必須機能の要件を扱う作業グループがあ

る。 

 

 

https://industrialdigitaltwin.org/en/news-dates/joint-forces-for-digital-product-passport-dpp-6643
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
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2.5 産業用通信 

行動提言 

[HE 5.1.5-1 V5] 

異種混在産業用ネットワーク 

グローバルモバイルネットワーク技術の新しい標準規格を設定するか、既存の標

準規格を拡張して、ローカル産業用ネットワークと産業用モバイル無線ネットワ

ークの間のシームレスな移行を可能にする必要がある。5Gにおいてイーサネッ

ト、TSN、OPC UA を統合する5G-ACIAのドキュメントが、このような異種混在

状態にある産業用ネットワークの標準化の出発点となり得る。 

進捗評価 

 

IEC/IEEE 60802のために現在開発中のプロファイルは、異種産業ネットワークの

接続要素の1つである。5G-ACIAのホワイトペーパー「5Gと産業用通信のタイム

センシティブ・ネットワークとの統合」と2022年7月からのOPCプレゼンテーシ

ョン「フィールド交換のためのOPC UA」は、このプロファイルを完成させるこ

とへの関心を示している。公表は2025年秋を予定している。 

2025年第1四半期に、公開仕様書またはIEC DPAS 63595「産業用ネットワーク – 

5G通信技術 – 一般的考慮事項」の公開が予定されている。 

この文書は、5Gおよび後続のモバイル通信技術に基づき、産業用測定およびオー

トメーション技術の適用に適した無線通信システムを定義している。この文書で

は、ユーザー、開発者、および機器製造業者に関する要件が記述されている。特

に既存および開発中の産業用通信規格との組み合わせも扱われている。同時に

IEC 63595「産業用ネットワーク – 5G通信技術」というタイトルの規格の提案が

予定されている。これにより[HE 5.1.5-9 V5]、[HE 5.1.5-10 V5]および[HE 5.1.5-

11 V5]の勧告にも従うことになる。 

行動提言 

[HE 5.1.5-3 V5] 

Industrie 4.0における通信デバイスの統合 

デバイスおよびネットワーク管理用の適応機能を備えた通信デバイスは、

Industrie 4.0コンポーネントとしてモデル化される。アセット管理シェルの通信

サブモデルには、適切なプロパティとサービスを指定する。 

進捗評価 

 

2024年5月、IDTAは仕様書IDTA 02022-1-0「無線通信－アセット管理シェルのサ

ブモデルテンプレート」を公表した。現行バージョンのサブモデルには、無線通

信機器の通信機能と使用周波数の特性に関する情報が含まれている。このサブモ

デルの一部は現在拡張されて、アンテナサブモデルなど独立した部分モデルに発

展している。さらに、データトラフィックモデルのサブモデル（[HE 5.1.5-4 V5]

にも該当）およびリアルタイム通信の評価のサブモデル（[HE 5.1.5-6 V5]にも該

当）が準備中である。 

行動提言 

[HE 5.1.5-7 V5] 

検証と試験 

Industrie 4.0の通信規格では、製品の性能、適合性および相互運用性を実証するた

めに使用可能な試験仕様を定める。 

進捗評価 

 

プロファイル 60802の試験仕様は、現在TIACC内で作成中である。TIACC文書の

成熟度が十分になれば、その内容はIEC 61802で策定される。 

規格案IEC 63595「産業用ネットワーク－5G 通信技術」は「試験方法」のセクシ

ョンも含んでおり、適合性試験、性能試験、運用中の監視、診断および故障解析

の方法が記載されている。 

https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
http://www.tiacc.net/
http://www.tiacc.net/
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行動提言 

[HE 5.1.5-12 V5] 

産業用通信におけるセキュリティ 

合意に基づく一般に受け入れられるセキュリティモデルを開発し推進することを

推奨する。コンテンツはフィールドバスの標準規格に統合される必要がある。 

進捗評価 

 

現在開発中のIEC/IEEE 60802のプロファイルは、異種ネットワークの接続要素で

ある。5G-ACIAのホワイトペーパー「5Gと産業用通信のためのタイムセンシティ

ブ・ネットワークの統合」と2022年7月のOPCプレゼンテーション「フィールド

交換のためのOPC UA」は、このプロファイルを完成させることへの関心を示し

ている。公表は2025年秋を予定している。 

行動提言 

[HE 5.1.5-13 V5] 

シングルペアイーサネット（SPE） 

SPE（シングルペアイーサネット）標準規格の、フィールドバス標準規格への統

合を進めることを推奨する。関連標準規格は、IEC 61158-2のIEEEに含める必要

がある。 

進捗評価 

 

SPEは、IEC/TC 65/SC 65Cのサポートにより、2025-2028年のメンテナンスサイ

クルでフィールドバス規格シリーズ（IEC 61158とIEC 61784）に統合される。 

行動提言 

[HE 5.1.5-14 V5] 

Advanced Physical Layer（APL） 

APL（Advanced Physical Layer）標準規格の、関連するフィールドバス標準規格

への統合を進めることを推奨する。技術仕様（IEC TS 63444）が第一歩であり、

次にIEC 61158-2へのコンテンツの統合を行う必要がある。 

進捗評価 

 

APLは、IEC/TC 65/SC 65Cのサポートにより、2025-2028年のメンテナンスサイ

クルでフィールドバス規格シリーズ（IEC 61158およびIEC 61784）に統合され

る。 

行動提言 

[HE 5.1.5-15 V5] 

産業用位置管理のための一貫した標準化 

産業用位置管理には、以下の側面の一貫した標準化が必要である。 

• 位置データを決定するテクノロジー 

• 位置データのフォーマット 

• データストレージ（集中/分散）に関する取決め 

• データ転送用プロトコル 

• アプリケーションと可視化ツール 

進捗評価 

 

Omlox規格は、会員企業および各分野（機械製造、物流、自動車産業、プロセス

産業など）でさらに存在感を高めている。ユースケース作業グループは、現在340

以上のユースケースを特定した。技術は、無線ベースの方法（UWB、BLE、WIFI、

レーダーなど）から、画像ベースの方法や超音波ローカライゼーション（数ミリ

の精度）へ拡大している。 

 

  

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1376,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:233245934953058::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1376,25
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2.6 Industrie 4.0における機能安全 

行動提言 

[HE 5.1.6-2 V5] 

安全とセキュリティの標準化活動 

安全とセキュリティに関する作業は、さらに深化させ、より具体的なものにする

必要がある。これは、IEC TR 63069またはIEC TR 63074の改訂の一環として行

うべきである。今後の作業では、特に新たな機械規則（EU Machinery Regulation）

を念頭に置き、その情報セキュリティ要件に対応する必要がある。 

進捗評価 

 

IEC TR 63074はIEC TS 63074に改訂された。IEC TR 63069は現在TSに改訂中で

ある。 

TR 63069からTS 63069への改訂において、ドイツの観点から存在した重大な懸

念が除かれた。TS 63069に基づくIEC 62443の追加部分が考えられる。機械指令

の枠組みの中でセキュリティのテーマ（機械指令第1.1.9項「劣化防止」）を作成

するために、規格を欧州連合官報に掲載することを目的としてTC 44X WG 02に

EN 50742 プロジェクトがある。 

行動提言 

[HE 5.1.6-3 V5] 

ライフサイクル全体のオンタイムのリスク管理のための標準化された手順と方

法 

技術文書の機密性を損なうことなく、ライフサイクル全体のオンタイムのリスク

管理が可能となるよう、標準化された手順と方法を開発する必要がある。最新の

ドイツと中国の協定に従い、まずガイドラインを作成する必要がある（ロードマ

ップのバージョン4で紹介した、I4.0の機能安全に関する中国=ドイツ・ホワイト

ペーパー）。これにより、Industrie 4.0を適用するさまざまなシナリオがプラント

の安全にもたらす可能性がある影響（リスクの増加、またはリスク低減策の妥協）

に対して、利害関係者の意識を高める。さらに、安全およびセキュリティ関連の

付属文書を、デジタルネームプレートなどを介して、デジタルで交換可能にする

可能性を模索する必要がある。 

進捗評価 

 

ドイツと中国との共同活動の一環として、機能安全と予防保全のデジタル化に関

する別のホワイトペーパーが作成されている。その目的は、可能性を記述してア

クセスできるようにすることである。 

 

https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0::::FSP_ORG_ID:3412477
https://www.plattform-i40.de/IP/Redaktion/DE/Downloads/Publikation/Normungsroadmap_I4.0.html
https://www.plattform-i40.de/IP/Redaktion/DE/Downloads/Publikation/Normungsroadmap_I4.0.html
https://www.gpqi.org/vorschau-publikationen/sino-german-white-paper-on-functional-safety-for-industrie-4-0.html
https://www.gpqi.org/vorschau-publikationen/sino-german-white-paper-on-functional-safety-for-industrie-4-0.html
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2.7 産業オートメーションにおける人工知能 

行動提言 

[HE 5.1.7-1 V5] 

AIとIndustrie 4.0のための標準化された用語と定義 

「人工知能」に重点を置いた既存の（国際的）標準規格の用語の定義は、Industrie 

4.0での適用性に関して、一貫性の検証が継続的に実施され、産業オートメーショ

ンに向けて必要に応じて整合、明確化される。適用に関する不整合や障害が特定

された場合は、対応する標準規格委員会で処理される。文書の範囲（仕様、標準

規格および規制法）も明確に定義する必要がある。これに関して、既存の規制は

より厳格なものにしなければならない。また、AIをベースとしたシステム開発に

おいて、AIメソッドの使用を特別に配慮した上で、用語ならびに使用する概念の

相互関係に対して共通で一貫した基本的理解を持つことは、産業用AIシステムの

開発における学際的な協力の重要な基盤となる。 

進捗評価 

 

この行動提言の実施の進捗は限定的である。用語の統一的な理解を確立すること

は、特に国際的なコンテキストにおいて困難である。特に課題となっているのは、

欧州の規制要件、特にこのコンテキストではAI法が、国際的に標準化された概念

や定義を使用せず、独自の用語を導入していることである。 

行動提言 

[HE 5.1.7-2 V5] 

AIとIndustrie 4.0の（特に規制活動における）コンテキストでの既存の用語と定

義の一貫した適用 

規制、その核となる側面、および規制が適用される規制すべき（サブ）システム

は、規範的なコンテキストではあいまいで部分的に矛盾があるため、的を絞って

規制することも、標準化の義務（「標準化要求」）に基づいて適切に対処するこ

ともできない。そのため、既存のAIの定義（および、該当する場合は[HE 5.1.7-6 

V5] のメソッド）または品質要件（[HE 5.1.7-7 V5] 参照）を一貫して（かつ、規

制のコンテキストで）使用すること、または、必要な場合は、既存の標準化され

た定義の適切な補正に努めることを推奨する。ただし、（既存の定義に部分的に

直交する）独自に策定された参照の作成は推奨しない。同様に、リスクの高いAI

システムや安全などについては、既存の標準規格とは適宜明確に区分する必要が

ある。 

進捗評価 

 

HE 5.1.7-1 V5の進捗が限定的であり、規制のコンテキストで標準化された用語が

一貫して使用されていないことが、国際的な整合をさらに難しくしている。その

結果、HE 5.1.7-1 V5とHE 5.1.7-2 V5の間にそれらの進捗に関して（この場合は否

定的な）相互作用が生じる。欧州レベルではCEN/CLC/JTC 21（およびそれに対

応するドイツの国内団体DIN/DKE NA 043-01-42 GA「人工知能」）において、AI

法に関する欧州委員会の標準化要請の処理が集中的に推進されている。スケジュ

ールは非常にタイトなため、必要な標準化プロジェクトがすべて適時に完了でき

るとは限らず、場合によっては品質（したがってまた用語の整合性）および国際

的整合に関して妥協が必要になることも懸念される。 

https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2916257
https://www.europarl.europa.eu/topics/en/article/20230601STO93804/eu-ai-act-first-regulation-on-artificial-intelligence
https://www.europarl.europa.eu/topics/en/article/20230601STO93804/eu-ai-act-first-regulation-on-artificial-intelligence
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行動提言 

[HE 5.1.7-3 V5] 

（ソフトウェア）イノベーションの標準化に関するエンジニアリング専門職のた

めの教育と訓練の強化 

人工知能は、主にソフトウェアを中心としたイノベーションとソリューションで

構成されている。ソフトウェアを集約したシステムにおけるイノベーションのコ

ンセプトと標準化の役割全般、とりわけそのようなシステムを理解することは、

産業において非常に重要である。イノベーションと標準化に関する職業訓練と学

校教育の強化が求められる。これに向けて、DINとDKEによって最初のイニシア

ティブが、すでに国レベルで始まっている。これらはさらに強化していく必要が

あり、該当するイニシアティブ（研究と資金調達）には政治的な後押しと支援が

必要である。 

進捗評価 

 

教育および訓練における定着が推進されている。ここでの焦点は、さまざまな理

由（相互運用性、規制など）から規格および標準の体系的理解を強化することで

ある。特に、DINやDKEなどの国内標準化機関や、VDIやIDTAなどの他の国内（標

準化）機関では、標準化/規格化を訓練に定着させる取り組みが見られる。既にイ

ンターネット上には（無料の）教材を提供する中心的なコンタクトポイントがあ

る。2024年には、（関心のある）教員のために標準化理論に関する2回目のDIN/DKE

会議が開催され、参加者の増加が見られた。IEC標準化クエストやDINゲームなど、

標準化/規格化を教育的に扱った数多くのコミュニティゲームもすでに提供され

ており、一部はKA-Nelotのようにオンラインゲームとしても利用可能である。た

だし、現状は、もっぱら最初の重要な一歩と見なすべきであり道のりは長い。特

に教育機関（成人教育の訓練の種類にかかわらず）における教育コンテンツの導

入および採用が停滞していることは明らかである。これは何よりも教員の専門知

識の不足と、このテーマに特別に取り組むインセンティブの欠如に起因する。 

行動提言 

[HE 5.1.7-4 V5] 

（研究）イノベーションと標準化の結合の強化 

国の標準化機関による研究プロジェクトへの参画を強化、推進する。これにより、

最新の規範と最先端科学との比較を促進し、助言的かつ統合的な機能として新し

い（科学的な）知見を国内または国際的に導入することを目指す。（複数の研究

プロジェクトで構成される）大型の科学的イニシアティブにおいて、規範的要素

に注目した（同期化とオーケストレーションの）プロジェクトも（よく使われる

科学交流プラットフォームと同期化に加えて）検討する必要がある。さらに、欧

州レベルでは、これは各国の標準化機関の標準化および科学に関する多国間交流

を実現し、欧州の基本的な連邦構造をとおして国際的標準化へのレバレッジ効果

ももたらす。 

進捗評価 

 

知識の移転、特に科学から得られた新たな知見が採用されるスピードに関してま

だ改善の余地がある。特に、急速な技術発展を特徴とする人工知能のようなテー

マ分野では、技術移転のスピードと、学術水準の急速な変化の考慮が（規制活動

のコンテキストにおいても）重要な要素となる。この点についてはほとんど進捗

が見られず、改善の可能性はまだ大きい。 

ただし、科学（主に工学分野およびオートメーションに関連する応用分野）にお

いては、規格のテーマの存在感が増していることが観察される。この点でポジテ

ィブな影響を与えているのは個々の規格や標準（OPC UA、AutomationML、AAS

など）の認知度と重要性が向上していることであり、これらの規格や標準は学術

的出版物でますます取り上げられ議論の対象となっている。このコンテキストで

は欧州委員会からの規制的圧力もプラスに作用している。すなわちDPPおよび

AAS（いずれもデータ供給者としてのAIのコンテキストにおいても）、ならびに

その他の規制的側面などのテーマが、技術分野の科学的なイベントや出版物で言

及されることが増えており、必然的に規格内容の存在感を高めている。 

https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=3006213&type=dke%7Cgremium
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.dke.de/de/services/iec-quest
https://www.dinmedia.de/de/publikation/das-din-spiel-starte-durch-in-der-welt-der-normung/376011127
https://www.kan.de/das-spiel-von-der-idee-zur-norm
https://industrialdigitaltwin.org/en/news-dates/joint-forces-for-digital-product-passport-dpp-6643
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行動提言 

[HE 5.1.7-5 V5] 

標準化マップのさらなる継続的更新と行動戦略の導出 

Industrie 4.0のコンテキストでのAIのための標準化活動の最初のマップが、標準化

ロードマップIndustrie 4.0の前回のバージョン4からの行動提言に基づいて作成さ

れた。標準化ロードマップに記載されているAIに向けたさまざまな行動提言を活

用するため、人工知能全般の、その中でも産業アプリケーションAI向けの標準化

マップの開発と継続的更新を推奨する。特に、ISO、IECおよび欧州レベルでの他

の国際標準化活動（例：Stand.ICT.euプロジェクトや人工知能フォーカスグルー

プ）との交流を積極的に推進する必要がある。 

進捗評価 

 

2022年12月にDIN/DKE人工知能標準化ロードマップが発行され、その直後2023

年1月にDIN/DKE標準化ロードマップIndustrie 4.0バージョン5が発行されたこと

は偶然ではない。すなわち、Industrie 4.0の視点から、SCI4.0産業アプリケーショ

ンにおける人工知能に関する専門家会議により、事前に主題的な関連付けが行わ

れた。なぜなら同専門家会議で二つの標準化ロードマップへの寄稿が共同策定さ

れたからである。人工知能に関する標準化の実施の進捗は、当初DIN/DKEによっ

て実施され、FOCUS.ICTによって（タスクフォースの枠内で）調整された。行動

提言の厳格な優先順位付けに基づき、DIN/DKEとSCI4.0によって実施が継続的に

推進され文書化された。2025年以降、DIN/DKE NA 043-01-42 GAが割り当てられ

た行動提言の実施管理を引き継ぐが、産業オートメーションの行動提言は（既に

標準化プロジェクトに直接組み込まれている場合を除き）引き続きSCI4.0産業ア

プリケーションにおける人工知能に関する専門家会議の管理責任である。 

行動提言 

[HE 5.1.7-6 V5] 

AIシステムの分類と評価の基準 

AIメソッドの統一されたロケーションフレームワークと評価フレームワークは、

水平標準化団体が開発する必要がある。技術システムの自律性の適切な分類、

Industrie 4.0の評価方法に必要な測定基準、ならびにその他の要件、コンセプトお

よび方法論は、垂直標準規格委員会が取り扱うべきであり、適切な方法で標準規

格委員会が採用する必要がある。品質機能に関するAIメソッドの特性（[HE 5.1.7-

7 V5] 参照）を考慮する必要がある。AIメソッドの正確な定義、品質基準または

品質パラメータ、他の（規範的）定義から明確な区別しなければならない。Industrie 

4.0に関しては、垂直標準規格と関連する水平標準規格の不一致は、標準化の中で

適切に検討し、対処するものとする。 

進捗評価 

 

この行動提言の核心－AIシステムのローカライゼーションと評価のための基準の

分類と定義－に関しては、根本的な進捗は見られない。これはとりわけ、標準化

要請とそれに関連する必要な規格活動に関して、人工知能の標準化の作業負荷が

大きいためである。現在、特に欧州のコンテキストで基準として使用されている

分類は、AI法に従ったリスク分類に依拠しているが、本行動提言の目的を満たし

ていない。人工知能の品質および品質特徴に関する作業は、既に国内レベル（例：

DIN SPEC 92001シリーズ）でも欧州／国際レベルでも策定されたか、現状作業

中である。 

https://iec.ch/homepage
https://standict.eu/
https://www.dke.de/de/arbeitsfelder/core-safety/normungsroadmap-ki
https://www.dke.de/de/arbeitsfelder/industry/die-deutsche-normungs-roadmap-industrie-4-0
https://www.sci40.com/menu-de/kooperationen/sci4-0-expertenrat-fur-ki/
https://www.sci40.com/menu-de/kooperationen/sci4-0-expertenrat-fur-ki/
https://www.sci40.com/menu-german/uber-uns/
https://www.sci40.com/menu-german/kooperationen/sci4-0-expertenrat-fur-ki/
https://www.sci40.com/menu-german/kooperationen/sci4-0-expertenrat-fur-ki/
https://www.europarl.europa.eu/topics/en/article/20230601STO93804/eu-ai-act-first-regulation-on-artificial-intelligence
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行動提言 

[HE 5.1.7-7 V5] 

Industrie 4.0におけるAIベースのシステムの品質説明、テスト方法と適合性評価 

AIは、（サブ）システムの信頼性、信用度、セキュリティ/安全など、品質を変え

ることができるツールだと考えられている。そのため、世界共通の基準の定義や、

AIベースのシステムの性能を承認および比較するためのワークフローが求められ

る。（エンジニアリング）ワークフローや評価基準を適用する際の重要な作業ス

テップの説明は、特に非常にクリティカルなシステムでは、EUのAI規制法案に従

って、関連する既存の標準規格を考慮しながら規範的に定義しなければならない

（[HE 5.1.7-8 V5] も参照）。特に、開発、テスト、承認、運用およびメンテナン

スといった個々のプロセスのステップの定義を、システムとサブシステムの構成

の説明に加えて、AIベースの部品とそれらの品質基準への影響にも考慮しながら

記載する必要がある。この目的のために、承認、信頼性、予測性、制御性、説明

可能性、サイバーセキュリティ（セキュリティ）、機能安全（安全）、不確実性

といった、特徴的な（品質）機能の意味の均一な定義と説明が必要である（[HE 

5.1.7-1 V5]、[HE 5.1.7-2 V5] および [HE 5.1.7-6 V5] も参照）。 

進捗評価 

 

人工知能の適合性評価に関する試験方法、基準、および手順に関する最初の進捗

が策定された。現在、これらの活動の大部分は水平的な規格レベルで行われてい

る。Industrie 4.0に関するこれらの規格活動を精緻化するための最初の具体的な

活動はまだ初期段階にあり、現在までに目立った進展は達成されていない。 

行動提言 

[HE 5.1.7-8 V5] 

人工知能に関する垂直標準化の強化 

既存の標準化活動（例：特にIECやISOにおける電気工学、オートメーション）と

（基本的にISO/IEC JTC 1/SC 42における）既存のAI標準化活動の統合を強化す

る。この目的のために、標準化活動は、ISOやIECの該当する（テーマに特化した、

可能であれば垂直の）団体に移行することを推奨する。ISOやIECにおけるAI関連

の標準化活動へのISO/IEC JTC 1/SC 42のさらなる関与が推奨される。 

進捗評価 

 

人工知能の垂直規格化の強化もしくは水平規格化と垂直規格化の連携に関して進

捗が確認されている。この場合、CEN/CLC/JTC 21およびISO/IEC JTC1/SC 42の

国内対応団体としてAI合同作業委員会（DIN/DKE NA 043-01-42 GA）が設立され

たことにより、電気工学と自動化分野における標準化の横断的側面の連携が増し

ていることが観察される。例えば「AIと機能安全」というテーマは、水平的にも

垂直的にも「AIとスマートグリッド」というテーマとして検討されている。国内

レベルでは構造的に合同作業委員会とIEC/DKEの対応する専門委員会と協力が

生じている。 

https://www.europarl.europa.eu/topics/en/article/20230601STO93804/eu-ai-act-first-regulation-on-artificial-intelligence
https://www.iso.org/committee/6794475.html
https://www.iso.org/committee/6794475.html
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2916257
https://www.iso.org/committee/6794475.html
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3 進捗状況 – 側面 2: 主権 

 

3.1 データスペース 

行動提言 

[HE 5.2.1-1 V5] 

Industrie 4.0のセキュリティ確保 — 欧州におけるサイバーセキュリティのための

法関連の標準化の適合性 

新しい法的枠組み（NLF）の下、CEN/CENELECでの欧州規則を裏付けるセキュリ

ティ標準化活動の焦点は、現在、無線機器用のサイバーセキュリティ（RED）に関

する作業である。今後予定されている「サイバーレジリエンス法」により、

CEN/CENELECでのセキュリティ関連の作業が広範に及ぶことが予測されてい

る。これは、Industrie 4.0のセキュリティにとって、セキュリティの水平標準規格

の形で、欧州エリアのみならず世界的に非常に重要なものである。暗号化（および

データ保護）における地域差は、特にグローバルレベルの通信において、セキュリ

ティ標準規格のプロファイリングとアジャイルな実装の可能性を強いることにな

るかもしれない。 

進捗評価 

 

データスペース特有のセキュリティ分野における最新の標準化活動が、

CEN/CENELEC（JTC 13およびJTC 24）ならびにISO/IEC JTC 1/SC 27（WG 4）に

作用された。これらの活動は、データスペースのセキュリティ要件を定義し、標準化

することを目的としている。 

さらに、ISO 20151：「データスペースの概念と特性」が、ISO/IEC JTC1/SC 38の

作業計画に採用された（[HE 5.1.2-1]を参照）。 

 

 

3.2 産業セキュリティ 

行動提言 

[HE 5.2.2-2 V5] 

組込みシステムのセキュリティ要素の汎用インターフェイス 

Industrie 4.0デバイスでの暗号ベースのセキュリティ機能の実装は、攻撃から保護

されなければならない。適切なセキュリティハードウェアを統合することで、高い

セキュリティレベルを実現できる。ただし、特殊な境界条件を備えた市場で入手可

能なアセンブリは多種多様で複雑なため、統合コストが高額になり、製造業者やイ

ンテグレータにとって、とりわけ中小企業にとって適用時のハードルが比較的高く

なる。多くのハードウェアメーカーが統一プログラミングインターフェイスとして

サポートしている「汎用トラストアンカーAPI」が役立つ。 

進捗評価 

 

本行動提言はISO/IEC JTC 1/SC 41 WG 3で完了した。ISO/IEC TS 30168仕様が発

行されて、IIoT機器に安全なエレメントを使用するための一般的APIが定義された。

産業アプリケーションでは、暗号ベースのセキュリティ機能をサポートするために

さまざまなプロファイルを利用することができる。 

これらの経験をTS 30168の将来のISバージョンに反映させるため、現在さまざま

なプロジェクトで種々のハードウェア・エレメントのハードウェア要素の概念実証

が進行中である。さらに、OPC Foundationとの協力により、OPC UAとGAT APIと

の相互作用が明らかとなっている。 

https://single-market-economy.ec.europa.eu/single-market/goods/new-legislative-framework_en
https://www.cencenelec.eu/
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/PIN/?uri=PI_COM:Ares%282023%293612332
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/DE/TXT/HTML/?uri=OJ:L_202402847
https://www.cencenelec.eu/
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2307986
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3342699
https://www.iso.org/committee/45306.html
https://www.iso.org/committee/601355.html
https://www.iso.org/committee/6483279.html
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行動提言 

[HE 5.2.2-5 V5] 

ソフトウェアサプライチェーンにおける必要な情報成果物としてのSBOMの確立

（Industrie 4.0用） 

既存の標準規格であるISO/IEC 5962:2021、 SPDXおよびOWASP CycloneDXのソフ

トウェア部品表（SBOM）の規格、および法的規制要件（US: EO 14028 section 4 (e)、

EU: CRAおよびNIS2.0）を検討する。 

進捗評価 

 

OWASPは現在、ハードウェアと製造の側面も包含するSBOM（ソフトウェア部品

表）のテーマに集中的に取り組んでいる。既存のソリューションで十分であるため、

追加のフォーマットは必要ないことが確認された。ただし、このコンテキストにお

いて、「信頼性」のテーマについてまだ寄稿はない。 

SBOMサブモデルの更なる開発がIDTAによって開始された。対応する作業グルー

プが2024年初めに作業を開始した。 

行動提言 

[HE 5.2.2-7 V5] 

アセット管理シェルのセキュリティ 

アセット管理シェルに含まれている個々の項目には、バリューチェーンでの運用に

おける完全性、アクセス/機密性、および検証可能な処理のためのセキュリティメ

カニズムが必要である。IEC/TC 65内での作業を継続する。 

進捗評価 

 

AASのセキュリティ機能は、現在IDTAとIEC/TC 65で協調して策定されている。 

行動提言 

[HE 5.2.2-8 V5] 

アセット管理シェルのタイプおよびインスタンス情報を交換するためのセキュリ

ティ基準 

タイプやインスタンスに関する情報を交換するために、オンラインとオフラインの

オプションが用意されている。転送ファイルのデータ形式が提案されている。真正

性および機密性を確保するためのメカニズムは、グローバル標準規格として定義

し、確立しなければならない。アクセスAPIが定義される。これは、セキュアな識

別手段およびアクセス制御のコンセプトに合わせた調整が必要である。 

進捗評価 

 

本行動提言は、[HE 5.2.2-7 V5]の結果によって、すなわちIDTAとIEC/TC 65の活動

によって暗黙のうちに達成されている。 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/DE/TXT/HTML/?uri=OJ:L_202402847
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25


側面 2: 主権 

 
 

28 進捗状況報告書 ドイツ標準化ロードマップ Industrie 4.0 

行動提言 

[HE 5.2.2-10 V5] 

アジャイルシステムのセキュリティ 

異なる形で規定されていることもある、さまざまなセキュリティドメイン内のエン

ティティのIndustrie 4.0通信または協力のため、（能力と特性に基づく）セキュリ

ティプロファイルの技術的交渉に用いる標準規格の定義。 

これには以下に挙げるものが含まれる。 

• 関係するパートナーの識別と認定（要件とソリューション） 

• 協力パートナーの信頼性評価 

• 情報の分類に対する技術サポート、および適切に分類されたデータの取扱

いに関する要件 

• 特にAIメソッドを使用する場合は、その品質を保証しなければならない。評

価方法が重要であり、開発する必要がある（研究）。 

• トピック品質証明書 

• 定義の信用性プロファイル — 機能、サプライチェーン、トレーサビリティ、

（クラウドの信用性）、信用性フレームワーク（ISO/IEC JTC 1/SC 41） 

進捗評価 

 

現在、複数の標準化活動がさまざまな委員会で進められている。 

グループベースのキー管理は現在IETF、特に同期インテグリティの確保に取り組

むNTP 作業グループで定義されている。さらにRFC 3161、RFC草案TSTヘッダー

パラメータやメッセージングプ ロトコル（MLS）などの関連する標準化も進めら

れている。また、グループ・キー・セキュリティのテーマも、IPSecメンテナンス

の一環として継続開発されている。 

高度にクリティカルな用途に対してAI法でAIセキュリティが要求されているが、相

応の仕様や要件は未定である。この分野の作業はCEN/CENELEC/JTC21 WG5で期

待されており、AI技術の基本的な安全面がさらに定義され標準化される。 

信頼性に関する標準化作業は、特にISO/IEC JTC1/WG 13（ISO/IEC TS 5723）と

ISO/TC 292/WG 4の作業グループで行われている。これらの作業はシステムの信

頼性に関する規格と仕様の開発に焦点を当てており、これは[HE 5.2.4-3]でも扱わ

れている。 

https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0::::FSP_ORG_ID:3362621
https://iec.ch/ords/f?p=103:14:278760076127::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:26458,25
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行動提言 

[HE 5.2.2-11 V5] 

産業向け5Gセキュリティ 

5Gの機能と可能性には、動的で柔軟かつスケーラブルなセキュリティアーキテク

チャが可能であることが求められる。適切な産業ユースケースに基づいて、5G規

格の枠組み内において、ISO/IEC 27001やIEC 62443のような既存のセキュリティ

規格を考慮したうえでセキュリティ要件の策定が可能でなければならない。 

• 産業セキュリティガイドラインは、特にIndustrie 4.0ベースの企業間通信に

おいて実行可能でなければならない。 

• IEC 62443やISO/IEC 27001の適用は、特に企業内での業務に関して可能で

なければならない。 

• デバイス、機械、プラントの通信メタデータの保護を保証しなければならな

い。このことは特に、電気通信事業者が信号チャネルを介して収集できるデ

ータに適用される。 

• 業界互換のセキュリティ要件を、5G標準化プロセスに積極的に組み込む必

要がある。 

進捗評価 

 

5G分野の標準化活動は現在非常に活発であり、特に規制要件（REDやCRAなど）

や市場ニーズによって必要な場合には関連するセキュリティのテーマも含まれる。

これらのプロセスにはさまざまな政府機関が積極的に参加し、開発と要件を形成す

る専門家を派遣している。 

さらに、既に「6G」分野において来るべき開発の展望もある。性能の向上、グロー

バル技術の統合、新しいサービスやアプリケーションの創出など、将来の通信技術

にとって重要なテーマが議論される。 

行動提言 

[HE 5.2.2-12 V5] 

セキュアなドメイン間通信のためのセキュリティインフラストラクチャ 

セキュアな通信には、セキュアな識別手段（識別子と属性）とトラストアンカーが

必要である。セキュアな識別手段を生成および管理し、その信用性を確保するには、

セキュアなインフラストラクチャが必要となる。そのための要件としては、スケー

ラビリティ、レジリエンス、採算性、長期的な目的適合性、および地域の法的権限

を超え、かつそれから独立した（ユーザー定義の）信用性などがある。セキュアな

Industrie 4.0通信をサポートするためのクロスドメイン・ガバナンス機構を定義し、

標準化しなければならない。 

これには、すべての産業関係者の緊密な連携が必要になる。全国および地域のソリ

ューション（eIDASなど）の使用と統合の可能性については、規制当局の支援を得

て調査し、実地試験/パイロットプロジェクトにより検証しなければならない。 

進捗評価 

 

この分野での具体的な作業がまもなく開始される予定である。こうした開発の原動

力となっているのは、わけても「グローバル・データ・スペース」による要件と、

例えばESPRやCRAの条項などグローバル・バリューチェーンに広範な影響を及ぼ

すセキュリティ関連の規制である。既に複数の国の間では、例えば日本、台湾、ド

イツおよび韓国の間の協力など、共同プロジェクトが開始されているか、または計

画されている。 

 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/DE/TXT/HTML/?uri=OJ:L_202402847
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX%3A32024R1781&qid=1719580391746
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/DE/TXT/HTML/?uri=OJ:L_202402847
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3.3 プライバシー 

行動提言 

[HE 5.2.3-1 V5] 

バリューネットワーク内での個人情報の保護 

バリューネットワーク内での個人データの保護から、バッチサイズ1のオーダーメ

イドの製品に必要な個人データの保護までの、プロセスの標準規格の定義： 

• それぞれのコンテキストにおけるデータと情報の分類規則（コンテキスト

は、データの機密性と有意味性に大きな影響を与えるため強い関連性があ

る。たとえば、薬物データベースにリンクできるようにならない限り、イン

ターネットでの注文で使用する商品番号は無害に見えるが、リンクされる

と、その製品が抗がん剤や向精神薬であることなどが明らかになる。商品番

号の形式が医療機器を意味するという知識も重要である）。 

• 機密データと情報の交換に関する規則（どのデータがどのような状況下で

受け渡しされるか、受け手はそれをどのように処理できるか、必要に応じて

削除する必要がある場合） 

• 協力パートナーの信用性の評価方法：方法の例としては、メーカーの宣言、

証明書、監査がある。 

進捗評価 

 

標準化における進捗は、次の2つの主要な展開に現れている。第１に、個人情報の

削除に関するガイドラインを提供するISO/IEC 27555:2021規格が、ドイツでも

2025年にDIN EN ISO/IEC 27555として導入される見込みである。これは、データ

保護実践の標準化に向けた重要な一歩である。 

第2に、モノのインターネット（IoT）のコンテキストにおける消費者のデータ保護

の分野で再編成が行われる。これまで担当していたISO/PC 317「消費者保護：消

費財・サービスのプライバシー・バイ・デザイン」は、新しい委員会JTC 1/SC 44

「プライバシー・バイ・デザイン分野における消費者保護」に置き換えられる。 

 

 

3.4 信頼性 

行動提言 

[HE 5.2.4-1 V5] 

Industrie 4.0バリューネットワーク内でのコラボレーションの信用性に関するプ

ロセス標準の定義 

これには、以下の事柄が含まれる。 

• 「信用性機能プロファイル」の標準化 

• 協力パートナーの信用性の評価方法。メカニズムの例としては、メーカーの

宣言、証明書、監査がある。 

• 機密データや情報を交換するためのルール 

• B2B用の最小限のセキュリティ要件 

• プロセスとコンポーネントの統合 

• 規制条項の順守 

進捗評価 

 

ISO 22373規格は、現在ISO/TC 292でDISステータスにある。ISO 22373の後続プ

プロジェクトが予定されており、特に「信頼レベル」の分類を目標としている。さ

らにIETFのSCITT作業グループには、サプライチェーン・インテグリティのアーキ

テクチャ、ユースケースおよびAPIを扱う草案がある。 

https://www.iso.org/committee/10778243.html
https://www.iso.org/committee/10778243.html
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行動提言 

[HE 5.2.4-3 V5] 

バリューチェーンに沿った、標準化された信用性管理メカニズムの定義（信頼の連

鎖） 

サプライチェーンに沿った価値貢献の信用性は、製品のライフサイクルの間に変化

することがある。サプライヤと顧客間の二者関係を越える政府の規制もあり、これ

には信頼の連鎖の管理が必要である。 

進捗評価 

 

ISO TC 292での作業に加えて、ISO/IEC JTC1/WG 13で用語の基本規格が成立/存

在している。すなわち、ISO/IEC 31303- WD- 信頼性 - 概観と概念、およびISO/IEC 

5723-信頼性 - 用語（発行済み）。 

https://iec.ch/ords/f?p=103:14:278760076127::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:26458,25
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4 進捗状況 – 側面 3: 持続可能性 

 

 

行動提言 

[HE 5.3.2-1 V5] 

「持続可能性の基本的要素」 

Industrie 4.0システムにおいて、持続可能性の側面をデジタルかつ自動的に取得、

評価するための実装に関し、デジタルデータの取得とさらなる処理のためのさまざ

まな標準モジュールを定義することを推奨する。これらの標準モジュールは、その

後、必要に応じてより大きな情報単位に柔軟に集約できる。 

進捗評価 

 

この進捗状況報告書がまとめられた時点で、持続可能性の分野に関連するさまざま

な団体や作業グループはまだ設立の過程にあった。 

Catena-X、Factory-X、InterOperaなど、さまざまなプロジェクトやイニシアティブ

において、製品や設備の持続可能性データの記録の側面が開発され継続されてい

る。現在、包括的な調整は行われていない。 

すべての専門家が持続可能性の側面の更なる発展に関与することを心から歓迎す

る。 

行動提言 

[HE 5.3.2-2 V5] 

（産業）プラントでの気候と環境のデータ 

（産業）プラントや生産施設の気候、環境データと、その他の生態学的持続可能性

の側面は、標準化された書式で記録、提示し、比較可能にする必要がある。 

 

進捗評価 

 

助成プロジェクトInterOperaの一環として、サブモデルテンプレート「施設関連環

境データ」の提案が作成されてIDTAに提出された。 

行動提言 

[HE 5.3.2-6 V5] 

社内プロセス 

社内プロセスを説明し、第三者とプロセス情報を共有するための標準化されたフォ

ーマットを開発し、確立することを推奨する。 

進捗評価 

 

デジタル製品パスポート導入の一環として、バリューチェーンに沿った持続可能性

データの交換が中心的な重要性を持つ。現在、バリューチェーンに沿ったデータ交

換を根本的に構造化する作業が進められている。 

https://catena-x.net/de/
https://factory-x.org/de/
https://www.ipa.fraunhofer.de/de/referenzprojekte/interopera.html
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行動提言 

[HE 5.3.2-7 V5] 

プラントおよびサイトでの直線的プロセス 

（産業）プラントや複数のサイトでの主に直線的のプロセスの説明のため、標準化

されたフォーマットを開発することを推奨する。これは、プロセス内、または協力

アクターの間でデータや情報をやりとりするための標準化された方法を不可欠な

部分として定義する。 

進捗評価 

 

このコンテキストにISO/IEC 82474-1「材料宣言-第1部「一般要件」に関するIEC/TC 

111/JWG 16の作業と、IEC 63372「カーボンフットプリントおよび温室効果ガス

の削減・回避の定量化と伝達」に関するIEC/TC 111/WG 17の作業を組み入れる必

要がある。 

ISO/IEC 82474-1の国内草案が2023年12月に発行され、国際出版は2025年第1四半

期と予想される。 

IEC 63372の委員会草案は、投票の結果、採択された。委員会は、製品カテゴリー

規則（PCR）と組み合わせて温室効果ガス排出量の計算を迅速かつ機械可読形式で

実施できるようにするために、IEC共通データ辞書にどの規格内容を移行できる

か、および移行すべきかを議論している。特に持続可能性の向上を図るために規格

内容を機械可読フォーマットに移行する側面は、情報およびデータモデルの統一化

において強い同期化を必要とする。 

この箇所でIDTAの作業に言及すると、IDTAは既にエコロジカルフットプリントの

ための第一草案においてサブモデルテンプレート「カーボンフットプリント」と、

製品データを表示するためのデジタルネームプレートを発表している。 

さらに、IDTAのサブモデル「エネルギー柔軟性データモデル」2025が開発される

ことにより、企業内のシステムを通じてエネルギー柔軟性を最適化した運用が可能

になり、企業とエネルギー市場関連サービスとの間のエネルギー柔軟性のコミュニ

ケーションが容易になる。 

行動提言 

[HE 5.3.2-9 V5] 

製品の気候と環境データ 

製品に直接関係する気候と環境のデータは、標準化された書式で収集、提示し、比

較可能にする必要がある。 

進捗評価 

 

デジタル製品パスポートの導入の一環として、ISOおよびIECの複数の機関が、製

品の環境・気候データの収集に取り組んでいる。その一例が、IEC/TC 111「電気・

電子製品およびシステムの環境標準化」である。 

2025年1月にリサイクルの標準化されたサブモデルを開発する作業グループが

IDTAに設置される。 

行動提言 

[HE 5.3.2-10 V5] 

製品用デジタル持続可能性パスポート 

製品の気候、環境データとその他の持続可能性側面をデジタルで文書化し利用可能

にするため、デジタル持続可能性パスポートの内容と構成について、標準化したモ

ジュール式フォーマットを開発し、確立することを推奨する。 

進捗評価 

 

ESPRの発効とそれに伴うデジタル製品パスポートの導入の一環として、DPPシス

テムの規格を策定するためにCEN/CENELEC/JTC 24が設立された。ISOとIECもこ

のテーマで活動している。 

 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:715245721976349::::FSP_ORG_ID:27385
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:715245721976349::::FSP_ORG_ID:27385
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:27402,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1314,25
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3342699
https://iec.ch/homepage
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5 規格および標準の策定に関する要件 

 

5.1 オープンソースコンテキストでの要件 

行動提言 

[HE 6.1-1 V5] 

オープンソースコミュニティとの標準化の協力の強化 

オープンソースコミュニティとの標準化の協力を強化することを推奨する。ここ

で、Industrie 4.0の枠組み内の仕様（例：DIN SPECやVDE SPEC）は、試験的な試

みの良い契機となる。 

進捗評価 

 

作業の一環として、関連するオープンソース団体やコンソーシアムとの緊密な連絡

が構築された。 

行動提言 

[HE 6.1-2 V5] 

シナジーの特定と連絡窓口の設定 

Industrie 4.0の普及を加速するため、オープンソース実装の開発を、より広い範囲

まで推し進める必要がある。ここでシナジーを特定し、特に標準化による相互作用

において、オープンソースプロジェクトの利用や協力がしやすくなる（例：DIN DKE 

OSPO経由の）連絡窓口を設定しなければならない。 

進捗評価 

 

これまでの活動の結果、DINとDKEは標準化におけるオープンソースのための共通

コンタクトポイント（作業名：ジョイントDIN/DKE OSPO）を構築した。最初の概

念とプロジェクト計画が、既にDINによって紹介された。 

行動提言 

[HE 6.1-3 V5] 

相互関与 

オープンソースと標準化を共同で進められる可能性をより効果的に活用し、活動は

共同で考えなければならない。そのため、標準化はオープンソースプロジェクトに、

より緊密に関与することを推奨する。同様に、オープンソースソリューションは、

標準化活動において（Industrie 4.0の分野で）一層考慮する必要がある。 

進捗評価 

 

具体的なオープンソースおよび標準化プロジェクトの実現は、緩慢にしか行われて

いない。これは内容を作成するに当たり、パラダイムや方法が多岐にわたることに

起因する。 
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5.2 ユースケースのコンテキストでの要件 

行動提言 

[HE 6.2-1 V5] 

ユースケースによる標準化活動の正当化 

原則として、すべての標準化プロジェクトは、事例/ビジネスシナリオ/ユースケー

スに基づいて正当化する必要がある。この目的のためのインプットとして、IEC 

63283-2のユースケース集が利用できる。ユースケースがIEC 63283-2にないこと

を見つけた場合、そのユースケースの欠落をIEC/TC 65/WG 23 TF Use Casesに報

告する必要がある。 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/WG 23 TFユースケースに、欠落しているユースケースに関わる報告は

なかった。 

行動提言 

[HE 6.2-2 V5] 

データスペースのユースケースを追加するIEC 63283-2の補足 

[HE 6.2-1 V5] の結果を分析して、IEC 63283-2は、「データスペース」ユースケー

スによりどの程度まで補足可能であり、また補足が必要かを判断する（責任機関：

IEC/TC 65/WG 23 TF Use Cases）。 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/WG 23TFユースケースは、「データスペース」のテーマを分析し、それ

に基づいてさらにユースケースを開発し、IEC 63283-2のED2を開始した（現状：

CDVの提案がIECに提出された）。 

行動提言 

[HE 6.2-3 V5] 

ユースケースの体系的整備 

製造産業におけるデータの提供、評価および管理についての事例/ビジネスシナリ

オ/ユースケースの体系的な整備（責任機関：Gaia-Xコミュニティ、ZVEIデータエ

コノミー作業グループ、VDMAプラットフォームエコノミー・作業グループなど）。 

注釈：この行動提言には、特に、標準化ロードマップIndustrie 4.0バージョン5の「産

業データスペース」の章で紹介したテーマ（データスペースが新しい用途を開く可

能性をもたらす）の詳細も含まれる。 

進捗評価 

 

これらの活動が政治的イニシアティブ「Manufacturing-X」につながり、具体的に

は「Factory-X」プロジェクトの申請と承認につながった。 

行動提言 

[HE 6.2-4 V5] 

標準化に関する行動提言 

IEC/TC65/WG 23ユースケースで策定された標準化に関する要件からの、標準化に

関する行動提言の導出（責任機関：IEC/TC 65/WG 23 TFギャップ分析および標準

化に関する提言） 

進捗評価 

 

IEC/TC 65/WG 23 TFギャップ分析および標準化活動に対する勧告タスクフォース

が、標準化に対する行動提言に携わっている。 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:202791546771436::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
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行動提言 

[HE 6.2-5 V5] 

ユースケース集の分析 

たとえば、ISO/IEC JTC 1/SC 41、ISO/IEC JTC 1/SC 42などからの、IEC/TF 65/WG 

23ユースケースの完了に関する既存のユースケース集や新規のユースケース集のス

クリーニング（責任機関：IEC/TC 65/WG 23 TF Use Cases） 

進捗評価 

 

対応団体から具体的なユースケース集は出ていない。 

行動提言 

[HE 6.2-6 V5] 

IEC/TC 65/WG 23のタスクフォース「Smart Manufacturing Use Cases」の支援 

IEC/TC 65/WG 23のタスクフォース「Smart Manufacturing Use Cases」（IEC TR 

63283-2「産業プロセスの測定、制御および自動化 — スマートマニュファクチャリ

ング — パート2：ユースケース」）は、Industrie 4.0についての一貫した代表的ユ

ースケース集を取得するために、ドイツからの積極的なサポートを必要とする。こ

れは、タスクフォースがIndustrie 4.0環境の多様なユースケースを体系的に統合す

るための中心的ハブとしての立場を確立するのに役立つ。 

進捗評価 

 

各種機関への人的協力によって間接的にのみ行われた。 

行動提言 

[HE 6.2-7 V5] 

ユースケースの記述に関する国際的調整 

IIRAテンプレートなど、より詳細な記述に基づきユースケースを策定するさまざま

なコンセプトは、継続する必要がある。例としては、中国と日本との共同活動や、

Labs Network Industrie 4.0の厳選された活動のほか、特にAI-PPP4内の人工知能に

関連して計画されているものなど、EUレベルでの活動もある。 

進捗評価 

 

Factory-Xのようなプロジェクトにおけるユースケースの形式で行われており、そ

の方法論はManufacturing-Xなど他のプロジェクトに転用されるべきである。 

行動提言 

[HE 6.2-8 V5] 

「ユースケース」という用語の使用 

「ユースケース」という用語に過度な負荷がかかることがないよう、引き続き努力

する必要がある。統一的な理解を規定することが目的ではないものの、この標準化

ロードマップで形成された理解に関連させて活動の位置付けを行い、それをさらに

強化できるようにすることを推奨する。 

進捗評価 

 

各種機関への人的協力によって間接的にのみ行われた。 

 

https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iso.org/committee/6794475.html
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://factory-x.org/de/
https://www.plattform-i40.de/IP/Navigation/DE/Manufacturing-X/Initiative/initiative-manufacturing-x.html
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5.3 機械可読性のある標準規格のコンテキストにおける要件 

行動提言 

[HE 6.3-1 V5] 

標準規格のデジタル化と標準化のための、Industrie 4.0のメカニズム、原則および

オントロジーの適応 

RAMI 4.0（参照アーキテクチャモデルIndustrie 4.0）およびアセット管理シェルの

ようなIndustrie 4.0のコンセプトとメカニズムは、標準規格と標準化のデジタル化

のコンテキストにおいて、今後も調査を続け、適用する。原則として、Industrie 4.0

の課題は、標準規格と標準化のデジタル化に移転可能であるため、対象となるソリ

ューションの整合性または互換性を確保する必要がある。最初のステップは、

Industrie 4.0関連の情報単位とセマンティクス的メカニズムを特定し、標準規格情

報モデル（SIM）に統合することである。 

進捗評価 

 

Industrie 4.0の専門家の支援により、SIM（規格情報モデル）の最初のバージョンを

作成し、国際的に調整することができた（発行は2025年第1四半期を予定）。SIM

は規格の情報要素を記述するために使用され、ASS（IEC 63278）と同様の意味論

的メカニズムを使用している。IECは意味論的相互運用性に関する報告書を発表し

た。これは特にSMART標準規格と意味論的規約（すなわち標準）の必要性との関

連を強調している。 

行動提言 

[HE 6.3-2 V5] 

Industrie 4.0適用の場合における断片的な標準規格情報の利用 

SMART標準規格と想定される情報モデル（SIM）を効果的に利用するには、断片的

なセマンティック情報を扱う対象システムが、そのような情報をすぐに利用できる

状態になっていなければならない。そのため、アセット管理シェルや他のIndustrie 

4.0システムのコンテキストで、デジタル標準コンテンツのインポート、処理、再

利用ができる方法を考案する必要がある。最初のステップは標準規格のサブモデル

の開発であり、それにより、さまざまな拡張段階にある標準規格から、ドキュメン

トベースの情報と断片的な（提供ベースの）情報の両方を表現できるだろう。 

進捗評価 

 

標準化のデジタルトランスフォーメーションに関する研究開発活動は、現在、国際的

に絶えず調整しながら進められている。この場合、ドイツで主導するのは、DKEの

デジタル標準イニシアティブ（IDiS）で、産業や研究機関の幅広い参加を得て、国

際的イニシアティブと連携しながら、SMART標準規格を中心としたデジタルエコシ

ステムを推進している。これは、オントロジーやAASを用いて標準化された情報モデ

ルやプロセスも含んでいる。例えば米国からは、NISOが標準タグセット（STS）に

よりXMLベースの情報モデリングのための重要なモジュールに貢献している。

IEC/ISO SMARTにより、SMART標準規格の国際的助成に関するIECとISOの共同作

業プログラムがある。これらの作業は、例えば情報モデルを含むSMART標準規格に

関するIEC SG 12の範囲において具体化されているが、ISO/IEC JTC 1/SC 32もオン

トロジーと文書構造の形の「データ管理と交換」と取り組んでいる。さらに、ISO/IEC 

JTC 1/SC 41は、標準の統合に不可欠な組織モジュールとしてデジタルツインを取り

上げている。これは、例えばIDTAおよびそこで収集されたサブモデルによっても扱

われている。欧州レベルでは、CENとCENELECが、2つの主要プロジェクト「オン

ライン規格開発」と「SMART標準規格」において、ISO/IECの作業と連携しながら、

将来のツールの具体的なプロトタイプを開発している。 

成功した実施は、さまざまな例によって証明することができる。これにはまず、

InterOperaプロジェクトを通じて、DIN、DKEおよびIDTAにおいて、IDTAサブモデ

ル「デジタル標準データシート」（標準を記述するためのサブモデル）を開発し、

公表したことが挙げられる。製品および関連標準の管理シェル（IEC 63278）に基

づき、製品能力と規格要件のマッチングをプロトタイプ的に実装したIDiSのウェブ

デモンストレータを含むパイロットの成功した実施は、新たなマイルストーンとみ

なすことができる。 

https://iec.ch/homepage
https://www.iec.ch/basecamp/semantic-interoperability-what-it-why-it-important-and-what-needs-be-done-standardization
https://www.dke.de/idis
https://iec.ch/homepage
https://www.iso.org/committee/45342.html
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.iso.org/committee/6483279.html
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
https://www.cencenelec.eu/about-cenelec/
https://iec.ch/homepage
https://www.ipa.fraunhofer.de/de/referenzprojekte/interopera.html
https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=3006213&type=dke%7Cgremium
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
https://industrialdigitaltwin.org/content-hub/teilmodelle
https://www.dke.de/idis/pilotprojekte/normintegration-in-die-verwaltungsschale/normintegration-in-die-verwaltungsschale-b
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行動提言 

[HE 6.3-3A V5] 

参照する定義の利用と統合（IEVなど） 

用語の一意性を確立するためには、名称と定義が1対1で対応することを目指す必

要がある。この目的に対して、IEV（IEC 60050）における参照の定義は、すでに標

準化の専門用語を統合した状態となっており、極力変更せずに利用すべきである。

新しく定義せざるを得ない場合、新たなIEC TC 1プロジェクトの一部として、参画

する委員会を特定し、定義を調整して、IEVを補足または修正する必要がある。 

進捗評価 

 

IEC規格の用語の整合を容易にするために、DKE TermAnalyzerとDKE E-Glossary

が開発された。IEVの項目の追加的な考慮はまだ行われていない。 

行動提言 

[HE 6.3-3B V5] 

関連するすべての標準的定義の体系的な比較 

IEV（IEC 60050）の拡張と、技術委員会の標準化プロジェクトの両方において、

定義の再利用を促進するために、有効な標準規格から関連のあるすべての用語のエ

ントリを収集する必要がある。専門用語のデータベースと関連のあるエントリを体

系化するツールを使用すべきである。他の標準規格からの逸脱については、各技術

団体が注釈で説明しなければならない。 

進捗評価 

 

DKE TermAnalyzer（[HE 6.3-3A] 参照）がCDDデータベースに適用され、変更提

案が生成され、チェックされ、最終的にIEC委員会によって実施された。さらに、

DKE TermAnalyzerが、IECにおいてスマート化の一環として、IEC規格における用

語と定義の一般的なデータ品質を最適化するために使用された。この肯定的な経験

に基づき、現在、変更提案を標準化プロセスに継続的に統合するために、

TermAnalyzerをIECプロセス内の恒久的に統合されたサービスとして確立できる

か否かが評価されている。 

行動提言 

[HE 6.3-3C V5] 

系統的マッチングへのソフトウェアサポートによる支援 

IEC/TC 1およびその他の技術団体での関連のあるすべての用語エントリの収集は、

完全性を保証するためにデータベース主導型にする必要がある。可能性のある選択

肢を管理可能にし、情報に基づく選択をするために、テキスト比較のサポート、定

義の事前構築、およびルール違反の指摘において、コンピュータによる支援を利用

すべきである。 

進捗評価 

 

規格の作成には、新しいユーザー環境OSD（オンライン規格開発）を使用して行う

ことが増えている。そのためOSDに加えて他のツール、例えば開発されているe- 
Glossaryを提供することは好都合ではない。現在焦点となっているのは、データサ

ービスをOSDに統合することである。TermAnalyzer（E- Glossaryのデータサービ

ス）を固定したサービスとしてOSDとISO/IECのSMART.Xエコシステムに統合で

きるかについて、最初の検討が行われた。 

https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1231,25
https://www.electropedia.org/
https://www.electropedia.org/
https://tc3.iec.ch/tc-activity/common-data-dictionary-cdd/
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1231,25
https://helpdesk-docs.iso.org/article/649-what-is-online-standards-development-osd
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行動提言 

[HE 6.3-3D V5] 

ソフトウェアサポートによる形式の検証の支援 

用語の形式上の不一致を防ぐため、ISO/IEC専門業務用指針、パート2:2021、ISO 

10241-1:2011（2022年に確認）、ISO 860:2022およびISO 704:2022に従い、定義

作成のための形式要件を検討する必要がある。要件準拠の検証は体系的に行い、可

能であればツールによるサポートを受ける。 

進捗評価 

 

進行状況[HE 6.3-3C V5]を参照。 

行動提言 

[HE 6.3-4 V5] 

標準規格利用者のためのスキル 

Industrie 4.0に関連するSMART標準規格の作成と消費に必要なスキルを見直す。 

進捗評価 

 

ISO/IECは、OSDを導入するための研修訓練プログラム（[HE 6.3-3C]も参照）を確

立して、規格のオンライン作成のための基本的なスキルを教えている。これらは将

来SMART標準規格にも拡張される予定である。このコンテキストにおいて、例え

ばどのような新しい人的グループ（集団）を対象とすべきか、一般にどのようなス

キルが必要とされるのかなどの最初の調査が実施された。2025年からその他との

措置も計画されており、その中にはSMART標準規格のeラーニング研修も含まれ

ている。 

https://iec.ch/homepage
https://helpdesk-docs.iso.org/article/649-what-is-online-standards-development-osd
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6 展望 

 

標準化ロードマップIndustrie 4.0バージョン5は、Industrie 4.0における産業データスペース、DPP、エコロジカル

側面など、さまざまな分野横断的な問題に対する行動提言を取り上げた。今回の進捗状況報告書の結果は、以下に

掲げる今後の発展を推測させる。 

• デジタル製品パスポート：2022年7月のエコデザイン指令（ESPR）の発効に伴い、デジタル製品パスポートに

関する標準化/規格化活動が増加している。中でも循環経済のための情報システムとしてのDPPの欧州フレー

ムワークを開発するために、CEN/CENELEC合同作業委員会「JTC24－デジタル製品パスポート－フレームワ
ークとシステム」が設立された。製品データの情報システムとしてのDPPの重要性と可能性に基づいて、DPP

を他のエリアでも利用できるようにするために一連の標準化/規格化プロジェクトがさまざまな国内および国

際レベルで行われている。Industrie 4.0の概念に基づきDPP、特にDPP4.0のさまざまな情報システムとの接続

性が保証されるか注目する必要がある。 

• Industrie 4.0の持続可能性とエコロジカル側面：Industrie 4.0と関連技術は、循環経済および生産のCO2削減に

おいて重要な役割を果たす。エネルギーと資源消費に関する情報の標準化されたマッピングを可能にするデジ

タル製品パスポートは、持続可能な生産に向けた重要な一歩である。Industrie 4.0は、資源効率の後続の可能

性を高めることを可能にする。構造およびプロセス関連のアプローチと組み合わせることで、製品のライフサ

イクル全体にわたって物質循環のループを閉じることができる。Industrie 4.0は、循環型経済と環境・気候保

護のための重要なイネーブラーである。DPP4.0の概念は、連合したデジタルエコシステムでの接続性を可能

にし、データ交換を容易にして持続可能性を促進するための情報システムとして利用することができる。この

ために分野固有のデータとデータフォーマットの標準化がますます重要になる。さらに、連合システムを可能

にするために必要な規格および標準を明確にしなければならない。 

• アプリケーションや分野に関連するユースケースの分析および評価：さまざまなユースケース活動が、標準化

機関やコンソーシアムのさまざまな作業グループや委員会で継続される。 

• Industrie 4.0の体系的実施：ビジネス側面とアプリケーション側面の異なる抽象化レベルを、しばしば非常に

詳細な技術的考察によって体系的にまとめ、実践に反映させるには、根本的な課題が引き続き存在する。 

• 相互運用性を高めるための統一規格：新しい特徴の仕様のための標準化されたメカニズムや手順が、ISO、

ECLASS、IECの間でますます同期化されている。AASをデジタルエコシステムの中心的な「統合コネクタ」
とするために、AASの一貫性のある使用と標準化が必要である。 

• 産業用通信：他の技術規格（例：OPC UA、5G-ACIAなど）で参照されることで、IEC/IEEE 60802プロファイ

ルの重要性が増すであろう。ここのプロファイルはセキュリティモデルのセクションが補足されて、セキュリ

ティ・バイ・デザインのアプローチに従っている。IEEE 802におけるもう1つの活動は、カットスルー転送技

術（CTF）をIEEE標準に移行する試みである。CTFは、既にさまざまな形で使用されており、特に線形トポロ

ジーでネットワークの待ち時間を短縮する。 

• Industrie 4.0における人と仕事：在宅勤務やモバイルワークが増加する傾向や、生産のデジタル化が進むこと

で、我々の働き方は持続的に変化している。ますます頻繁に従業員がリモートでグループ作業を行い、機械や

システムをリモート制御し、更なる開発を推進できるようになっている。さらに新しい技術を的確に使用する

ことにより、持続可能性への転換を積極的に形成し推進するチャンスが提供される。 

• オープンソースを活用したアジャイル標準化：Industrie 4.0の普及を加速するためのオープンソースの重要性

と、オープンソースの参照実装の策定が、既にはっきり示された。（手法としての）アジャイル標準化と（ツ

ールとしての）オープンソースの概念が混同されるのを防ぎ、それぞれの可能性を浮き彫りにするために、両

テーマを別々に考える必要があるかどうかについては、さらに議論しなければならない。 

• 産業セキュリティ：産業セキュリティは、特に産業生産のコンテキストにおいて、更なるデジタル化のための

重要なイネーブラーと見なさなければならない。今後は必要なユースケースをデータ主導のコンテキストから

記述することが重要になる。これには、関与するステークホルダーに対してデジタルエコシステムの信頼性

（「Trustworthiness」）を保証するために、セキュリティ・バイ・デザインのアプローチを組み入れることが

必要である。 

https://industrialdigitaltwin.org/en/news-dates/joint-forces-for-digital-product-passport-dpp-6643
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3342699
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3342699
https://data.europa.eu/en/news-events/news/eus-digital-product-passport-advancing-transparency-and-sustainability
https://data.europa.eu/en/news-events/news/eus-digital-product-passport-advancing-transparency-and-sustainability
https://data.europa.eu/en/news-events/news/eus-digital-product-passport-advancing-transparency-and-sustainability
https://industrialdigitaltwin.org/en/news-dates/joint-forces-for-digital-product-passport-dpp-6643
https://iec.ch/homepage


展望 
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• Industrie 4.0における機能安全の概念の具体化：概念を具体化することは、これらの概念を相応の規範的な条

項と要件を持った規格に移行するための前提条件である。この開発を加速するための適切な措置は、相応の研

究プロジェクトを開始することである。特に欧州では、欧州人工知能規制（EU-AI法）が、セーフティクリテ

ィカルな産業環境でAIシステムを使用することに対して要件を定めるか、またどの程度定めるかについて、特

別な注意を払う必要がある。 

ドイツから規格および標準を定めることができるようにするには、さまざまな分野の緊密な連携が必要である。

既に前版の標準化ロードマップで述べたように、相互運用性の意味論的側面や共同作業による産業データスペー

スのテーマは、さらに具体化された。国内および国際的な構造の構築と、互いに調整されたデータモデルの策定

は、依然として課題であり、システムのデジタル化とネットワーク化の推進に伴い増加するであろう。 

このような背景のもと、標準化ロードマップIndustrie 4.0の様々な版、それらに対応する進捗報告書、およびサポ

ートするポジションペーパーは、今後の版では新たな知見に基づき、既存および差し迫った課題に取り組んで、そ

れぞれの規範的コンテキストに組み入れることになるであろう。これにより、標準化と関係者の状況は更新され、

既存のギャップまたは今後生じ得るギャップは特定され、対応する行動提言が提言されるであろう。オープンで

グローバルなIndustrie 4.0エコシステムの一貫性を確保し、国際的に調整することが明確な目標であり続けるべき

である。 

この意味において我々は新しい標準化ロードマップIndustrie 4.0とポジションペーパーを作成するプロセスに積

極的に参加するよう、すべての関係者に呼びかけたい。 

 

https://digital-strategy.ec.europa.eu/de/policies/regulatory-framework-ai
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略語表 

AA Arbeitsausschuss（作業委員会） 

AAS Asset Administration Shell（アセット管理シェル） 

AI Artificial Intelligence（人工知能） 

AK Arbeitskreis（作業グループ） 

CDD Common data dictionary（共通データ辞書） 

CEN Comité Européen de Normalisation（欧州標準化委員会） 

CLC Comité Européen de Normalisation Électrotechnique（欧州電気標準化委員会） 

CEN-CLC CEN（欧州標準化委員会）およびCENELEC（欧州電気標準化委員会） 

COMDO 
Common Data Repository for Smart Manufacturing 

（スマート・マニュファクチャリングのための共通データリポジトリ） 

DIN Deutsches Institut für Normung（ドイツ規格協会） 

DKE 
Deutsche Kommission Elektrotechnik Elektronik Informationstechnik 

（ドイツ電気電子情報技術委員会） 

DPP Digitaler Produktpass（デジタル製品パスポート） 

DTR Draft technical report（テクニカルレポート草案） 

ED Edition（版） 

ETSI European Telecommunications standard Institute（欧州電気通信標準化協会） 

EU European Cyber Resilience Act（欧州サイバーレジリエンス法） 

GA Gemeinschaftsausschuss（合同作業委員会） 

GG Gemeinschaftsgremium（合同団体） 

HE Handlungsempfehlung（行動に関する提言） 

IACS Industrial Automation and Control Systems（産業オートメーションおよび制御システム） 

IEC International Electrotechnical Commission（国際電気標準会議） 

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers（電気電子技術者協会） 

IS International Standard（国際標準） 

ISO International Organization for Standardization（国際標準化機構） 

IT Information Technology（情報技術） 

I4.0 Industrie 4.0 

JTC Joint Technical Committee（合同技術委員会） 

KI Künstliche Intelligenz（人工知能） 

NA Normungsausschuss（規格化委員会） 

NIST National Institute of standard and Technology（国立標準技術研究所） 

NRM Normungsroadmap Industrie 4.0（標準化ロードマップIndustrie 4.0） 

OT Operational Technology（操作技術） 

PAS Publicly Available Specification（公開仕様書） 

PKI Public-Key-Infrastruktur（公開鍵基盤） 

PNW New work item proposal（新規作業項目提案） 

SM2TF 
Smart manufacturing Sstandard Map Task Force 

（スマート・マニュファクチャリング標準マップ・タスクフォース） 

SC Sub Committee（分科委員会） 

TC Technical Committee（技術委員会） 

TR Technical Report（テクニカルレポート） 

TS Technical Specification（技術仕様書） 

TSN Time Sensitive Network（タイムセンシティブ・ネットワーク） 

WG Working Group（作業グループ） 

W3C World Wide Web Consortium（ワールドワイド・ウェブコンソーシアム） 



掲載された標準化団体一覧 
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掲載された標準化団体一覧 

 

ドイツ 

DIN NA 023 BR-03 SO 
ネットワーク化されたスマートデジタル化のための作業および 

製品設計の人間工学 

DIN NA 023–00-08 GA 外骨格デバイス 

DIN NA 043-01-41 AA モノのインターネット 

DIN/DKE NA 043-01-42 GA DIN/DKE 合同作業委員会「人工知能」 

DKE/AK 914.0.11 機能安全と人工知能 

DKE/K 931 自動化のシステム側面 

DKE/AK 931.0.14 スマート・マニュファクチャリングとIndustrie 4.0 

DKE/AK 931.0.16 産業アプリケーション用アセット管理シェル 

GG DPP DIN/DKE合同団体「デジタル製品パスポート」 

 

欧州 

CEN/CLC/JTC 13 合同技術委員会「サイバーセキュリティおよびデータ保護」 

CEN/CLC/JTC 21 合同技術委員会「人工知能」 

CEN/CLC/JTC 24 合同技術委員会「デジタル製品パスポート」 

CEN/CLC/JTC 25 合同技術委員会「データ管理、データスペース、クラウドおよびエッジ」 

ETSI 欧州電気通信標準化協会 

 

国際 

IEC/SMB 標準管理評議会 

IEC/SMB/SG 12 標準管理評議会／デジタルトランスフォーメーション 

IEC/TC 1 用語 

IEC/SC 3D 製品のクラス、プロパティおよび識別－共通データ辞書（CDD） 

IEC/TC 65 産業プロセス測定、制御および自動化 

IEC/TC 65/AG 4 プロパティとCDDの調整 

IEC/TC 65/SC 65A システム側面 

IEC/TC 65/SC 65C/WG 18 産業オートメーションのためのタイムセンシティブ・ネットワーキング 

IEC/TC 65/SC 65E 企業システムにおける装置および統合 

IEC/TC 65/WG 10 
産業プロセス測定および制御のセキュリティ－ネットワークおよび 

システムセキュリティ 

IEC/TC 65/WG 23 
産業プロセス測定、制御および自動化のための 

スマート・マニュファクチャリング・フレームワークおよび概念 

IEC/TC 65/WG 24 産業アプリケーション用アセット管理シェル 

IEC/SyC SM IECシステム委員会「スマート・マニュファクチュアリング」 

ISO/TMBG/SMCC 技術管理評議会/ISOスマート・マニュファクチャリング調整委員会（SMCC） 

ISO/TC 184 自動化システムおよび統合 

ISO/TC 184/SC 4 産業データ 

ISO/TC 292 セキュリティおよびレジリエンス 

ISO/TMB 技術管理評議会 

ISO/IEC/JWG 21 合同作業グループ「スマート・ マニュファクチャリング参照モデル」 

ISO/IEC/JWG 21/ TF 8 タスクフォース「デジタルツインとアセット管理シェル」 

https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=3008262&type=dke%7Cgremium
https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=2000355&type=dke%7Cgremium
https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=2000355&type=dke%7Cgremium
https://www.dke.de/de/ueber-uns/dke-organisation-auftrag/dke-fachbereiche/dke-gremium?id=2000355&type=dke%7Cgremium
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2307986
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2916257
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3342699
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=305:7:0:25:::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3485479
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:47:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:3228,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:85:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:21362,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1231,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1345,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1250,25
https://iec.ch/ords/f?p=103:14:5312593505::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:21270,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1369,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:26299,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1452,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:2612,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22639,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:14:210018449416936::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:25623,25
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:186:12337560271937::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:22328,


掲載された標準化団体一覧 
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ISO/IEC SM2TF タスクフォース「スマート・マニュファクチャリング標準規格マップ」 

ISO/IEC/JTC 1/AG 8 システム統合のためのメタ参照アーキテクチャおよび参照アーキテクチャ 

ISO/IEC/JTC 1/WG 13 信頼性 

ISO/IEC/JTC 1/SC 27/WG 5 ID 管理およびプライバシー技術 

ISO/IEC JTC 1/SC 38 クラウドコンピューティングおよび分散プラットフォーム 

ISO/IEC/JTC 1/SC 41 モノのインターネットとデジタルツイン 

ISO/IEC/JTC 1/SC 41/AG 20 産業セクターに関するセクター連絡グループ（SLG 1） 

ISO/IEC/JTC 1/SC 41/WG 3 
IoT基本的標準－ 

IoTおよびデジタルツインの用語を含むIoTの基本的標準の開発 

ISO/IEC/JTC 1/SC 41/WG 6 デジタルツイン 

ISO/IEC/JTC1/SC41/WG27 デジタルツイン－戦略 

ISO/IEC/JTC 1/SC 42 人工知能 

ISO/IEC/JTC 1/SC 42/WG 1 基本的標準 

ISO/IEC/JTC 1/SC 42/WG 3 人工知能– 信頼性 

ISO/IEC/JTC 1/SC 42/WG 4 ユースケースとアプリケーション 
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